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人と自然が融和した　にぎわいある元気都市　出水市

2011（平成23年）
9主な内容

No. 78

世 帯 数 ２万 4,725（ + 190）
人　 口 ５万 6,102（ + 350）

男 ２万 6,200（ + 85）
女 ２万 9,902（ + 265）

出　 生 40
死　 亡 56
転　 入 114
転　 出 99

（８月 1 日現在 : 住民基本台帳）
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　　　※７月９日から外国人住民に対しても住民基本台帳法が適用されましたので、
　　　　８月１日現在の住民基本台帳人口から外国人住民の数値も含まれます。

（市役所にて８月14日撮影）

「ツルかんで～す！」

（市役所にて８月14日撮影）



出水総合医療センター

診
療
日　

　
毎
週
水
・
金
曜
日

外
来
受
付
時
間

　
午
前
７
時
45
分
～
同
11
時
（
初
診
の
方
）

腎
臓
内
科
の
外
来
診
療

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
４
月
か
ら
腎
臓
内
科
の

米め

ら良
久
美
子
先
生
に
腎
臓
内
科
科
部
長
と
し
て
勤
務
し
て
い

た
だ
き
、
毎
週
水
曜
日
と
金
曜
日
に
外
来
診
療
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
腎
臓
の
病
気
は
ど
の
よ
う
な
も
の
？

　

腎
臓
の
最
も
重
要
な
役
割
は
、
血
液
か
ら
老
廃
物
を
除
去

し
尿
を
生
成
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
腎
臓
に
は
体

内
の
水
分
の
調
節
や
電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
機
能
が
あ

る
ほ
か
、
血
圧
調
整
や
血
液
の
生
成
を
助
け
る
と
い
っ
た
重

要
な
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
一
般
的
に
慢
性
の
腎
臓
病
は
、
末
期
に
至
る
ま

で
症
状
の
な
い
こ
と
が
多
く
、
発
見
さ
れ
た
時
に
は
進
行
し

て
お
り
、
腎
臓
の
機
能
を
回
復
す
る
こ
と
が
困
難
な
こ
と
が

多
い
病
気
で
す
。
そ
の
た
め
、
健
康
診
断
な
ど
に
よ
る
早
期

発
見
が
大
変
重
要
と
な
り
ま
す
。
ご
家
族
に
腎
臓
病
、
糖
尿

病
の
患
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
方
は
特
に
注
意
が
必
要
で

す
。

　

腎
臓
内
科
で
の
診
療
の
内
容
は
？

 　

腎
臓
内
科
で
は
、
腎
炎
や
ネ
フ
ロ
ー
ゼ
症
候
群
、
腎
不
全

と
い
っ
た
疾
患
の
ほ
か
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
症
等
に
よ
る
二

次
的
な
腎
障
害
に
対
す
る
治
療
を
行
い
ま
す
。

次
の
よ
う
な
方
は
、
腎
臓
内
科
の
受
診
を
お
勧
め
し
ま
す
。

①
尿
検
査
で
蛋
白
尿
、
血
尿
な
ど
異
常
を
指
摘
さ
れ
た
。

②
血
液
検
査
で
腎
機
能
に
関
わ
る
項
目
の
異
常
を
指
摘
さ
れ

　

た
。

③
手
足
や
顔
の
む
く
み
が
ひ
ど
く
な
っ
た
。

④
血
圧
が
高
い
と
指
摘
を
受
け
た
。

腎
臓
内
科
の
主
な
診
療
領
域
は
次
の
と
お
り
で
す
。

※
受
診
の
際
は
、
当
院
の
総
合
内
科
で
診
察
後
、
腎
臓
疾
患

　

が
疑
わ
れ
る
場
合
に
当
科
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が

　

あ
り
ま
す
の
で
、
初
診
時
に
総
合
受
付
で
ご
相
談
く
だ
さ

　

い
。

※
現
在
か
か
り
つ
け
医
で
治
療
中
の
方
は
、
ま
ず
、
か
か
り

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
か
ら
専
門
外
来

と
し
て
女
性
医
師
に
よ
る
「
乳
腺
外
科
」
の
診
療
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

な
お
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
ー
（
乳
房
撮
影
専
用
Ｘ
線
診

断
装
置
）
撮
影
に
つ
い
て
も
、
毎
週
月
・
木
曜
日
の
午
前

中
は
、
女
性
の
放
射
線
技
師
が
担
当
し
ま
す
。

診
療
科　
　

乳 

腺 

外 

科

担
当
医
師　
上か
み
む
ら村　

万ま

り里　

先
生

診
察
日　
第
１
・
第
３
木
曜
日
の
午
前
中

外
来
受
付
時
間

○
初
診　

午
前
７
時
45
分
～
同
11
時

　
（
初
診
受
付
窓
口
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。）

○
再
診　

午
前
６
時
45
分
～
同
11
時

　
（
自
動
再
来
受
付
機
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。）

※
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー　

地
域
医
療
連
携
室

　
（
☎
�
１
６
１
１
）

対象領域 主な疾患や症状

腎疾患
蛋白尿、血尿、手足や
顔のむくみ、腎炎、腎
不全、糖尿病性腎症

高血圧
腎血管性高血圧症など
腎臓や副腎の異常によ
る二次性の高血圧

　
女
性
医
師
に
よ
る

　
　
　
　
　
乳
腺
外
科
を
開
始

　

つ
け
医
に
ご
相
談
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー 

地
域
医
療
連
携
室

　
（
☎
�
１
６
１
１
）
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　【ごあいさつ】
　　４月から赴任してきました。出水地域医療の一端
　を担う責任の重大さを感じています。精一杯努めて
　いきます。検尿異常から末期腎不全まで腎疾患患者
　さんが多くなっていますのでご相談ください。これ
　からよろしくお願いいたします。
 
　【糖尿病性腎症】
　　糖尿病患者数は年々増加してきており 2011 年９
　月には世界の糖尿病人口は３億 6000 万人以上と発
　表されました。

　また、2030 年には世界の糖尿病患者数は現在の２
倍になると予測されています。そうなると糖尿病性
腎症から末期腎不全に至り、透析療法に導入される
患者数も増加することになります。

　　日本では 1990 年代後半より糖尿病性腎症は透析
　導入原疾患の第１位となり（図）、現在は４割を超
　えるようになりました。
　　また５年生存率は約 50％であり、心筋梗塞等の心
　血管疾患を高率に発症します。
 

　■糖尿病性腎症の治療方針
　　　治療の目標は末期腎不全への進展抑制と全身的
　　管理を包括的に行うことです。主な治療方針は次
　　のとおりです。
　１　生活習慣の改善、食事療法
　２　血糖コントロール
　３　血圧コントロール
　４　脂質管理
　５　その他薬剤（吸着炭、重曹、エリスロポエチン
　　　刺激 薬など）治療
 
　■糖尿病性腎症を含む慢性腎臓病の患者さんへ
　　　慢性腎臓病自体は自覚症状が乏しいため、末期
　　腎不全の状態になって初めて受診、診断されるこ
　　とも多いです。
　　　まずは、自覚症状を伴わない時期の診断が必要
　　となりますので、健診などで検尿異常、腎機能異
　　常などある方はご相談ください。

　■当科の取り組み
　１　検尿異常のある方の腎生検診断を行い、症状の
　　　好転を目指した治療を行います。
　２　保存期腎不全の合併症の管理（血圧、水分、貧血、
　　　アシドーシス、カリウムなど）を行い腎機能の
　　　保持を目指します。また、心疾患異常を合併す
　　　ることが多いことから、早期発見に努めます。
　３　末期腎不全患者への腎代謝療法（血液透析、腹
　　　膜透析、腎移植）について十分な説明を行いま
　　　す。
　４　維持透析患者の合併症管理を行います。
 
　地域の開業医の先生方のご協力をいただきながら腎
疾患の診療に努めてまいりますので、何卒よろしくお
願い申し上げます。 

腎臓内科医師の紹介

腎臓内科　科部長　米
め ら

良 　久
く み こ

美子　先生

主な資格　日本内科学会認定医　日本腎臓内科専門医
所属学会　日本内科学会、日本透析医学会、日本腎臓学会
前任地　　鹿児島大学病院
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市施設の指定管理者を募集
　市では、民間事業者などの法人等が持っているノウハウを生かした、住民サービスの
向上や効率的な施設運営を目指し、指定管理者制度を導入しています。
　今回は、本年度末で指定期間が満了する次の施設について、平成 25 年４月から管理運
営を行っていただける法人等を募集します。

募集要項の配布　９月３日（月）から各所管課で配布します。
募集の期間　　　９月３日（月）～同 28 日（金）
応募資格　　　　市内に営業所等があり、募集要項の資格要件を満たす法人または団体

※その他現地説明会の日程等、詳細につきましては、各所管課にお問い合わせください。

夜
間
一
次
救
急
診
療
所
を
開
設
し
て
い
ま
す

　市では、昨年８月から、野田診療所に夜間一次救急診療所を開設しています。来院前には必ず電話
で状況をお知らせください。

所在地　　出水市野田町上名6103番地（野田診療所内）
診療日　　毎日（年中無休）
診療時間　午後７時～同11時（電話受付時間　午後６時30分～同 10時 30分）
診療科目　内科・小児科
電話番号　８４－２０２３

※上記診療時間および診療科目以外は、出水総合医療センター（☎６７－１６１１）または阿久根市民病院

　（☎７３－１３３１）にご相談ください。     

平成23年度の夜間一次救急診療所の利用状況 時間帯別受診状況

受診者 1,300人

地域別 午後７時 541人 41.6%

出水市 阿久根市 長島町 その他 午後８時 332人 25.5%

879人 326人 92人 3人 午後９時 292人 22.5%

電話相談 1,785件 午後10時 135人 10.4%

※休日昼間の急病は 24 ページの当番医にご相談ください。

一人一人の適正な受診で救急医療を守っていきましょう。

施設名 指定期間（予定） 所管課（連絡先）

海の家および海洋公園プール
５年間
(平成 25 年度～平成 29 年度 )

本庁観光交流課
（☎ 63 － 4061）

出水駅周辺施設
（出水駅西口広場ほか４施設）

５年間
(平成 25 年度～平成 29 年度 ) 本庁都市計画課

（☎ 63 － 4063）都市公園等
（東光山公園ほか 32 施設）

３年間
(平成 25 年度～平成 27 年度）

受診上の注意
○夜間急病の診療所のため、診療は応急的な措置に限られ、薬の処方も原則１日分です。
○受診時は、健康保険証、受診料金などを忘れないでください。

広報いずみ2012（平成24年）９月 4



ごみの減量化とリサイクルにご協力ください！

出水市はごみの減量化へ向け、
　　　阿久根市、長島町といっしょに「ごみ減量大作戦」に取り組んでいます！
　リサイクルについては今までもご協力いただいていますが、紙類、廃プラスチック容器包装類、

アルミ・スチール缶などリサイクル可能なもの（資源ごみ）がまだまだたくさん混ざっている状

況です。

　各家庭、各事業所でごみを出す際には、もう一度チェックして、リサイクル可能なものは「資

源ごみ」として出してくださるようお願いします！

　また、家庭ごみの収集所は各自治会で管理を行っていただいておりますが、最近、マナー違反

が増えていますので、『ごみ出し日（時間帯）以外に絶対に出さない。』『同じ袋に「可燃物」と「不

燃物」をいっしょに混ぜて出さない。』『指定ごみ袋に名前を書いて出す。』を守って利用してくだ

さい。

 　今回は、アルミ缶とスチール缶の分け方・出し方を紹介します。

※例えばリサイクルしたアルミ缶を使えば、ボーキサイト鉱石からアルミ地金を作るのに比べ、なんと 97％
　エネルギーを節約することができます。
問い合わせ先　本庁市民生活課生活環境係（☎６３－４０４２）

　

秋
の
夜
長
、
星
空
の
も
と
、
夜

空
に
響
く
音
色
を
ゆ
っ
く
り
ご
観

賞
く
だ
さ
い
。

日　
時　
９
月
16
日（
日
）　

　

午
後
５
時
30
分
～
同
９
時

場　
所　
野
田
郷
駅
前
広
場

※
雨
天
時
は
野
田
農
村
環
境
改
善

　

セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
先

　

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
Ｇ
Ｏ
Ｇ
Ｏ
野
田

　

郷
事
務
局（
☎
０
９
０
―
５
９

　

３
３
―
０
０
３
７
）

日　
時　
10
月
16
日（
火
）

申
込
受
付
期
間

　

９
月
３
日（
月
）～
同
14
日（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　

県
立
出
水
養
護
学
校
体
験
学
習

　

係（
☎
�
３
４
０
０
）

県
立
出
水
養
護
学
校

体
験
学
習
に
来
ま
せ
ん
か

税務課からのお願い

◎市税は納期内に納め
　ましょう。
◎忘れず・安心・便利
　な『口座振替』をお
　すすめします。

　

地
域
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
こ
め

て
花
・
野
菜
の
苗
、
木
工
関
連
商

品
、
木
炭
関
連
商
品
、
そ
の
ほ
か

多
数
の
商
品
を
準
備
し
て
い
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日　
時　
９
月
16
日（
日
）

　

午
前
９
時
～
午
後
３
時

場　
所　
い
ず
み
園　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先

　

い
ず
み
園（
☎
�
０
１
２
０
）

　

地
域
の
活
性
化
と
肥
薩
お
れ
ん

じ
鉄
道
の
利
用
促
進
を
目
的
に
野

田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
し
ま
す
。

　

地
元
で
活
躍
す
る
バ
ン
ド
、

コ
ー
ラ
ス
、
和
太
鼓
な
ど
変
化
に

富
ん
だ
楽
し
い
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。

第
４
回

い
ず
み
園
ミ
ニ
マ
ー
ケ
ッ
ト

催
　
　
　
し

野
田
郷
駅
前
広
場
コ
ン
サ
ー
ト
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高
血
圧
・
循
環
器
の
病
気
に
つ

い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

病
気
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
や

緊
急
の
時
の
症
状
の
見
極
め
方
な

ど
、
身
近
で
た
め
に
な
る
話
が

い
っ
ぱ
い
で
す
。

日　
時　
９
月
25
日
（
火
）

　

午
後
１
時
30
分
～
同
３
時

※
同
１
時
受
け
付
け
開
始　
　
　

場　
所　

　

市
中
央
公
民
館
小
ホ
ー
ル

講　
師　

　

出
水
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

　

楠
元　

孝
明　

先
生

演　
題

　
「
高
血
圧
に
負
け
な
い
上
手
な

　

つ
き
あ
い
方
～
循
環
器
疾
患
予

　

防
に
向
け
て
～
」

問
い
合
わ
せ
先

　

保
健
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
�
２
１
４
３
）

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
文
化
町

溝
下
の
川か

わ
よ
け除
遺
跡
と
下
し
も
こ
お
り
や
ま

郡
山
遺
跡

発
掘
調
査
現
地
見
学
会
を
行
い
ま

す
。

　

川
除
遺
跡
で
は
、
集し

ゅ
う
れ
き
い
こ
う

礫
遺
構
や

建
物
跡
の
一
部
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
ほ
か
、
古
代
の
貴
重
な
遺
物

も
多
数
出
土
し
て
い
ま
す
。ま
た
、

下
郡
山
遺
跡
か
ら
は
古
墳
時
代
の

竪
穴
住
居
や
土
器
が
出
土
し
て
い

ま
す
。

日　
時　
９
月
15
日
（
土
）

　

午
前
10
時　

午
後
２
時（
２
回
）

※
雨
天
時
は
16
日
に
延
期

会　
場　
文
化
町
溝
下　

川
除
・

　

下
郡
山
遺
跡
発
掘
調
査
現
地

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課
（
☎
�
２
２
０
０
）

期　
日　
10
月
７
日
（
日
）

公
開
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
教
室
見
学

会
　

沢
松
さ
ん
本
人
に
よ
る
エ
キ
シ

健
康
づ
く
り
講
演
会

　

12
ペ
ー
ジ

作
成
部
数　
２
万
部

掲
載
期
間

　

本
年
12
月
か
ら
使
用
完
了
ま
で

　
（
お
お
む
ね
１
年
間
）

※
配
布
状
況
に
よ
り
期
間
は
変
わ

　

り
ま
す
。

募
集
枠

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
裏
表
紙
の
上
部
、

　

５
㌢
×
９
㌢
の
４
枠

広
告
掲
載
料

　

１
枠　

２
万
円

募
集
対
象　
　

　

媒
体
が
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で

　

あ
る
こ
と
か
ら
、
観
光
誘
致
・

　

Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が
る
ま
た
は
観
光

　

客
の
本
市
滞
在
時
の
利
便
性
向

　

上
が
図
ら
れ
る
広
告
と
し
ま
す
。

　

対
象
業
種
は
、
旅
館
業
、
飲
食

　

店
、
特
産
品
業
者
、
観
光
施
設

　

事
業
者
、
交
通
事
業
者
等
。

申
請
方
法　
　

　

所
定
の
申
請
書
に
広
告
原
稿
の

　

出
力
見
本
を
添
え
て
９
月
24
日

　
（
月
）
ま
で
に
観
光
交
流
課
に

　

提
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
郵
送

　

し
て
く
だ
さ
い
（
当
日
必
着
）。

※
広
告
の
掲
載
に
適
す
る
と
認
め

　

ら
れ
る
申
請
が
募
集
し
た
枠
を

　

超
え
る
場
合
は
、市
内
に
店
舗
、

　

営
業
所
等
を
有
す
る
方
を
優
先

　

し
、
先
着
順
に
よ
り
決
定
し
ま

　

す
。

※
募
集
要
項
お
よ
び
申
請
書
は
、

　

本
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
入
手

　

で
き
ま
す
。

川
除
・
下
郡
山
遺
跡
発
掘
調

査
現
地
見
学
会

328

ビ
ジ
ョ
ン
マ
ッ
チ
も
あ
り
ま
す
。

時　
間　

　

午
後
１
時
30
分
～
同
４
時　

場　
所　
市
営
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

※
雨
天
時
は
き
ら
め
き
ド
ー
ム
テ

　

ニ
ス
コ
ー
ト

※
見
学
は
無
料
で
す
。

講
演
会

時　
間

　

午
後
６
時
～
同
７
時
30
分

場　
所　
市
文
化
会
館

演　
題　

　
「
ウ
ィ
ン
ブ
ル
ド
ン
の
風
に
誘

　

わ
れ
て
」
～
世
界
へ
の
挑
戦
～

入
場
料　
無
料
（
全
席
指
定
の
た

め
、
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。）

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
事
務

　

局
（
☎
�
０
７
３
７
）

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
規
格

　

Ａ
４
サ
イ
ズ
、
フ
ル
カ
ラ
ー
、 

元
女
子
プ
ロ
テ
ニ
ス
選
手

沢
松
奈
生
子
さ
ん
が
や
っ
て

く
る

申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
交
流
課
観
光
係

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

募
集
期
間

○
新
卒
の
み

　

８
月
21
日
（
火
）
～
９
月
14
日

　
（
金
）

○
一
般
・
新
卒

　

10
月
３
日
（
水
）
～
11
月
16
日

　
（
金
）

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
あ
っ
せ
ん
を

　

受
け
ら
れ
た
方
は
雇
用
保
険
、

　

訓
練
手
当
な
ど
が
支
給
さ
れ
る

　

場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開
発

　

校
（
☎
０
９
９
６
―
４
４
―
２

　

２
０
６
）

募
　
　
　
集

募
　
　
　
集

市
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
掲
載

広
告
を
募
集

鹿
児
島
障
害
者
職
業
能
力
開

発
校
の
訓
練
生
を
募
集

環境美化メッセージ

ごみを見かけたら、　

まずひとつ拾ってみましょう

気づいたときに

できる範囲でやってみよう
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11
月
17
日
（
土
）、
18
日
（
日
）

の
２
日
間
、
市
陸
上
競
技
場
周
辺

等
で
「
出
水
市
大
産
業
祭
」
を
開

催
し
ま
す
。

　

大
テ
ン
ト
内
ス
テ
ー
ジ
で
行
う

舞
踊
芸
能
や
音
楽
演
奏
な
ど
を
披

露
さ
れ
る
団
体
・
個
人
お
よ
び
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
出
品
さ
れ
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

　

た
だ
し
、
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

応
募
資
格　

　

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

応
募
期
限　
９
月
28
日
（
金
）

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
農
林
水
産
課
産
業
政
策
係

　
（
☎
�
４
０
５
５
）

貸
付
物
件
名

　

出
水
市
ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
特

　

産
品
館

所
在
地

　

出
水
市
荘
２
４
７
８
番
地
４

貸
付
物
件
の
面
積　
44
㎡　

貸
付
料　
月
額
１
万
９
４
２
０
円

※
そ
の
他
光
熱
水
費
に
つ
い
て
は

　

出
店
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

申
込
資
格　

　

複
数
の
地
元
生
産
者
の
品
物
を

　

扱
う
こ
と
が
で
き
る
出
水
市
内

　

の
団
体
・
グ
ル
ー
プ

貸
付
期
間　

　

11
月
１
日
（
木
）
～
平
成
25
年

　

３
月
17
日
（
日
）

申
込
締
切
日　
９
月
28
日
（
金
）

申
込
方
法

観
光
交
流
課
に
備
え
付
け
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
し
た
申
込
用
紙
に
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
観
光
交

流
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
観
光
交
流
課
観
光
係

　
（
☎
�
４
０
６
１
）

　
『「
日
本
一
の
食
育
の
町
！
早

寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
発

掘
！
我
が
家
の
簡
単
朝
食
レ
シ

ピ
』
と
、『
出
水
（
い
ず
ん
）
の

う
ん
ま
か
料
理
コ
ン
テ
ス
ト
』
の

２
つ
の
テ
ー
マ
で
レ
シ
ピ
を
募
集

し
ま
す
。

締
切
日　
10
月
31
日
（
水
）

応
募
方
法

応
募
用
紙
に
材
料
・
工
程
・
写

真
等
を
で
き
る
範
囲
で
記
入
、

添
付
し
封
書
で
送
付
し
て
く
だ

さ
い
。

応
募
用
紙
は
出
水
市
飲
食
業
組

合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
す
る
か
、
観
光
交
流

課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
。

レ
シ
ピ
の
取
り
決
め

○
主
に
地
元
食
材
を
使
用
し
、
他

　

材
料
で
も
産
地
を
表
記
す
る
。

○
材
料
が
変
わ
っ
て
も
、
代
用
食

　

材
で
年
間
を
通
じ
作
れ
る
。

○
一
般
家
庭
で
作
る
こ
と
が
で
き
、

　

飲
食
店
で
も
提
供
で
き
る
。

○
一
般
の
方
や
飲
食
店
に
対
し
て

　

も
レ
シ
ピ
を
公
開
で
き
る
。

○
で
き
る
だ
け
安
価
で
簡
単
に
作

　

れ
る
。

問
い
合
わ
せ
先

　

出
水
市
飲
食
業
組
合　

　

定
番
料
理
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
☎
�
６
１
５
１
）

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

職
員
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。
悩
み
ご
と
な
ど
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
（
秘
密

は
厳
守
さ
れ
ま
す
）。

日　
時　
９
月
23
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場　
所　

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
川
内
地
方
合
同
庁
舎
１
階
大

　

会
議
室
）

相
談
内
容

○
土
地
・
建
物
の
売
買
、
相
続
等

　

そ
の
他
不
動
産
登
記
に
関
す
る

　

事
。

○
出
生
・
婚
姻
・
養
子
縁
組
、
成

　

年
後
見
、
帰
化
・
国
籍
取
得
等

　

戸
籍
・
国
籍
に
関
す
る
事
。

○
土
地
建
物
の
地
代
家
賃
の
弁
済

　

の
た
め
に
す
る
供
託
等
供
託
に

　

関
す
る
事
。

○
遺
言
、
い
じ
め
、
差
別
、
家
庭

　

内
暴
力
等
の
人
権
に
関
す
る
事
。

問
い
合
わ
せ
先

　

鹿
児
島
地
方
法
務
局
川
内
支
局

　
（
☎
０
９
９
６
―
２
２
―
２
３

　

０
０
）

大
産
業
祭
へ
の
出
場
者
等
を

募
集

ツ
ル
観
察
セ
ン
タ
ー
特
産
品

館
の
出
店
者
を
募
集

あ
な
た
の
定
番
料
理
を
募
集

相
　
　
　
談

相
　
　
　
談

法
務
局
休
日
相
談
所

谷
たにぐち
口　勇

いさむ

　さん（66）
出水市の好きなところは？
　先人の教え、世界一のツル
の渡来地・日本一の「地蔵さん」
「鈴」、広大な武家屋敷群等
出水市に望むことは？
　出水を元気にする奇抜な
アイデア募集と未来を担う
こども達の育成
ひと言
　近隣市との観光拡大大作
戦の展開を

濵
はましま
島　洋

ようこ
子　さん（69）

出水市の好きなところは？
　豊かな自然に恵まれ、すべ
ての面で生活しやすい。
出水市に望むことは？
　市民が安心して暮らせる
ような元気のある明るい出
水市に官民一緒になって取
り組んでほしい。
ひと言
　食生活改善協議会で健康
づくりのお手伝い。

元気ですね先輩！

検
索

⬆

出
水
市
飲
食
業
組
合
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貴
重
な
資
料
等
を
虫
や
カ
ビ
か

ら
守
り
、
末
長
く
保
存
し
、
展
示

し
て
い
く
た
め
に
館
内
の
消
毒
・

く
ん
蒸
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
９
月
11
日
（
火
）
か
ら
14
日

（
金
）
ま
で
臨
時
休
館
し
ま
す
。

　

９
月
10
日
（
月
）
は
通
常
の
休

館
日
で
す
。

通
常
の
休
館
日

○
４
月
～
10
月　

毎
週
月
曜
日

　
（
祝
日
の
時
は
翌
日
）

○
11
月
～
３
月　

無　

休

問
い
合
わ
せ
先

　

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み

　
（
☎
�
８
９
１
５
）

　

市
で
は
、
六
月
田
上
村
線
（
国

道
４
４
７
号
六
月
田
上
交
差
点
か

ら
六
月
田
橋
方
面
に
２
０
０
ｍ
の

区
間
）
に
お
い
て
舗
装
補
修
工
事

を
行
い
ま
す
。

　

工
事
時
期
は
９
月
中
旬
か
ら
10

月
下
旬
を
予
定
し
て
お
り
、
期
間

中
は
案
内
板
等
に
従
っ
て
通
行
し

て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

ご
利
用
さ
れ
る
皆
さ
ま
に
は
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
道
路
河
川
課
建
設
係

　
（
☎
�
４
０
６
８
）

　

総
務
省
、
県
お
よ
び
市
で
は
、

10
月
１
日
現
在
で
就
業
構
造
基
本

調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
国
民
の
普
段
の

就
業
・
不
就
業
の
状
態
を
詳
細
に

把
握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雇
用
政

策
を
は
じ
め
経
済
政
策
な
ど
に
必

要
な
基
礎
資
料
を
得
る
こ
と
を
目

的
に
、
５
年
に
１
度
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

就
業
構
造
基
本
調
査
か
ら
得
ら

れ
る
デ
ー
タ
は
、
国
や
都
道
府
県

が
実
施
す
る
雇
用
政
策
お
よ
び
経

済
政
策
な
ど
を
企
画
・
立
案
す
る

上
で
重
要
な
指
標
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
す
。

　

調
査
す
る
地
域
は
、
全
国
か
ら

統
計
理
論
に
基
づ
き
無
作
為
に
選

ば
れ
ま
す
。
お
住
ま
い
の
地
域
が

調
査
対
象
と
な
り
ま
し
た
場
合

は
、
世
帯
の
確
認
の
た
め
、
８
月

下
旬
か
ら
調
査
員
が
皆
さ
ま
の
お

宅
に
訪
問
し
ま
す
。

　

就
業
構
造
基
本
調
査
に
よ
り
集

め
ら
れ
た
情
報
は
、「
統
計
法
」

と
い
う
法
律
に
よ
り
厳
重
に
保
護

さ
れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
あ
り

の
ま
ま
を
お
答
え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

　

本
庁
企
画
政
策
課
企
画
調
整
・

　

男
女
共
同
参
画
係

　
（
☎
�
４
０
３
３
）

　

 

下
水
道
事
業
は
、
居
住
環
境

を
衛
生
的
で
快
適
な
も
の
に
し
、

川
や
海
の
水
を
き
れ
い
に
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
健
康
で
住
み
よ
い

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
を
、

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

下
水
道
供
用
区
域
内
に
お
い

て
、
排
水
設
備
工
事
を
さ
れ
て
い

な
い
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
各

家
庭
や
事
業
所
等
が
下
水
道
に
接

続
し
て
い
た
だ
か
な
い
と
、
そ
の

目
的
は
達
成
で
き
ま
せ
ん
。

　

水
洗
化
が
で
き
な
い
、
あ
る
い

は
遅
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
る
か
と
存
じ

ま
す
が
、
下
水
道
事
業
の
目
的
を

十
分
に
ご
理
解
い
た
だ
き
、
排
水

設
備
の
設
置
お
よ
び
水
洗
化
に
つ

い
て
、
お
取
り
組
み
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

高
尾
野
支
所
下
水
道
課

　

管
理
係
（
☎
�
５
４
６
０
）

　

建
設
係
（
☎
�
５
４
６
２
）

　

維
持
係
（
☎
�
５
４
６
１
）

　

お 

知 

ら 

せ

お 

知 

ら 

せ

ク
レ
イ
ン
パ
ー
ク
い
ず
み
を

臨
時
休
館

市
道
を
通
行
規
制

平
成
24
年
就
業
構
造
基
本
調

査
に
ご
協
力
を

吉
よしなが
永　愛

あいか
果　さん（23）

出水市の好きなところは？
　人が優しいところ。自然が
多いところ。
出水市に望むことは？
　もっと色々活気づいてほ
しい。
ひと言
　部員募集中
女子フットサル　ぽんょ→

丸
まるお
尾　典

のりたか
崇　さん（36）

出水市の好きなところは？
　豊かな自然と山、川、海の
おいしい食物
出水市に望むことは？
　地域の特色を生かした観
光資源の開発
ひと言
　さつま出水青年会議所で
活動しています。只今、会員
募集中です。

集まれ応援団！９
月
10
日
は
「
下
水
道
の
日
」

水
洗
化
に
ご
協
力
を
！

工事区間

市道　六月田上村線

国
道
４
４
７
号

六月田上
交差点
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９月９日は出水市農業委員会委員選挙の投票日です

投 票 区 投 票 所 対　象　地　域

第１投票所 上場小学校 上場

第２投票所
大川内農業者トレー
ニングセンター

角石、青椎、坂元、鮎川、宮之元、射場元、馬流、原、白木川内、中川、高牟礼　　　

第３投票所 田原自治公民館 不動野、さぎやな、平渡瀬、田原、下平野

第４投票所 日当自治公民館 芭蕉、日当、日添

第５投票所 東出水小学校
田之頭、萩之段、井上、愛宕下、渡瀬口、香月、愛護、大平、太田、松尾、広瀬、朝日町、春日町、沖
田、上沖田、太田原住宅、沖田住宅、ラガール出水団地

第６投票所 出水小学校
定之段、折尾野、水之頭、鍋野、君名川、宇都野々、小原上、小原下、西之口、小松、上山崎、山
崎、諏訪馬場、竪馬場、上竪馬場、上町、中町（出水）、栄町、上町住宅、西之口団地、城山南、城
山、小松ニュータウン、星ヶ丘団地

第７投票所 西出水小学校
小木場、平岩、丸塚、栗毛野、江川野、清水、上中、下中、上屋、野添（出水）、石坂（出水）、西町、
桜町、政所、花立東、花立西、上大野原（出水）、下大野原（出水）、西大野原（出水）、東大野原
（出水）、鶴見、上屋団地

第８投票所 出水中学校
平良町、平良馬場、上古市、下古市、向江、帆木ノ上、八坊、表郷東、鹿島、上松、溝下、山下、横
尾、表郷西、八幡（出水）、茶園堀、千本付、鹿島住宅、平和団地、中央団地、まなづる住宅

第９投票所
米ノ津農村環境改善
センター

切通、前田、櫓木、針原、関外

第10投票所 米ノ津東小学校
中塩屋、築港、天神（出水）、米ノ津東、米ノ津中、米ノ津前、米ノ津駅通り、元町（出水）、新町、
平松西、平松東、平松上、上ノ原（出水）、豊原、安原、朝熊、六月田下、六月田中、加紫久利住
宅、泉が丘団地、平松団地、鶴亀タウン

第11投票所 米ノ津公会堂
上村東、上村西、今村、早馬、名古東、名古中、名古西、浜新田、今釜東、今釜中、今釜西、西新
田、今村住宅

第12投票所 福之江保育園 津山、福ノ江港、新蔵中、福ノ江、新蔵上、西福ノ江、伊勢山、掛腰

第13投票所
荘中学校クラブハウ
ス

荘上、荘下、古浜、荒崎（出水）、瀉、蕨島、桂島

第14投票所
高尾野農村環境改善
センター

上の原（高尾野）、東町、町（高尾野）、大和、柴引、柴引団地、野添上（高尾野）、野添下（高尾
野）、砂原、中屋敷

第15投票所 中里自治公民館 中里、麓、麓団地、萩の尾、唐笠木

第16投票所
下水流農業者トレー
ニングセンター

上水流、ウッドタウン、星原、東水流、下山、西水流

第17投票所
石坂（高尾野）自治公
民館

本城、内野々上、内野々下、石坂（高尾野）、表上、下高尾野上、下高尾野下、昭和、鶴里、松ノ元

第18投票所 たかおの交流館 上り立、太鼓橋、千間山、大野原（高尾野）

第19投票所 松ヶ野自治公民館 松ヶ野、大久保、御岳、野平、浦、昭興、本町（高尾野）

第20投票所 江内体育館
柳ヶ水、旧番所、荒崎（高尾野）、冷筋、上冷筋、段、南方、木牟礼、木串、連尺野、小島、西下り
松、東下り松、浦窪、上浦窪、野口、尾野島浜、平坊、西辺田、東辺田

第21投票所
野田農村環境改善セ
ンター

受口、仮屋、加治屋町、別府、町（野田）、春町、西通、仲町（野田）、岩元、本町（野田）、八幡（野
田）、上田多園、田多園、瀬戸

第22投票所 岩淵公民館 尾毛無、上特手、越地、川平、久木野、下特手

第23投票所
天神（野田）自治公民
館

大久、大丸、涼松、籠土山、青木原、野角、天神（野田）、大日、地蔵

第24投票所 屋地自治公民館 中郡、屋地、旭

第25投票所 餅井自治公民館 上餅井、下餅井

問い合わせ先　出水市選挙管理委員会事務局（☎ 82 － 5403）

　出水市農業委員会委員選挙が９月２日（日）に告示され、９月９日（日）に投票の日程で行われます。
投票時間は午前７時から午後７時までです。ただし、上場小学校と日当自治公民館の投票所は午後６時
までです。　

また、今回から投票区および投票所が変更になりましたのでご注意ください。
なお、開票は即日開票で９日（日）の午後８時 20 分から高尾野農村環境改善センターで行います。

【期日前投票】
　投票日に仕事や旅行等で投票に行けない人は、期日前投票ができます。
　　期　間　　９月３日（月）～同８日（土）
　　時　間　　午前８時 30 分～午後８時
　　場　所　　市中央公民館小ホール、高尾野支所１階会議室、野田支所１階会議室

【投票区と投票所】

広報いずみ 2012（平成 24 年）９月9



　

特
定
の
年
齢
に
達
し
た
方
に
対

し
て
、
が
ん
検
診
手
帳
お
よ
び
検

診
費
用
が
無
料
と
な
る
が
ん
検
診

無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
９
月
上
旬
に

送
付
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
が
ん
検
診
の
受
診
促

進
を
図
り
、
が
ん
の
早
期
発
見
と

正
し
い
健
康
意
識
の
普
及
啓
発
等

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

41
歳
の
方
は
、
子
宮
頸
が
ん
、

乳
が
ん
の
両
検
診
の
対
象
者
と
な

り
ま
す
。

　

す
で
に
、今
年
度
子
宮
頸
が
ん
・

乳
が
ん
検
診
を
申
し
込
ん
で
い
る

方
に
は
、
後
日
検
診
の
お
知
ら
せ

お
よ
び
問
診
票
が
送
ら
れ
て
き
ま

す
の
で
、
検
診
受
診
時
に
問
診
票

と
一
緒
に
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
ご

持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
節
目
検
診
（
平
成
25
年

４
月
１
日
現
在
の
年
齢
が
46
・

51
・
56
・
61
歳
の
方
の
子
宮
頸
が

ん
検
診
お
よ
び
66
・
71
歳
の
方
の

子
宮
頸
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の
自

己
負
担
金
は
無
料
）
は
、
従
来
ど

お
り
実
施
し
ま
す
。

開
講
期
間　
　
　

  

　

 

　

全
講
座
と
も
10
月
か
ら
開
講
し

　

ま
す
。 

 
 

開
講
場
所  

働
く
婦
人
の
家

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）  

対
象
者　
女
性
（
市
内
に
居
住
ま

　

た
は
市
内
に
勤
務
） 

 

定　
員　
各
20
人  

 

※
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、
締
切

　

日
の
翌
日
に
公
開
で
抽
選
を
行

　

い
ま
す
。 

 
 

受
講
料　
材
料
費
（
講
座
に
よ
っ

　

て
異
な
り
ま
す
） 

 

申
込
締
切
日　
９
月
26
日
（
水
） 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　
　

　

働
く
婦
人
の
家

　
（
☎
�
２
１
８
５
） 

 
 

 
 

「
広
東
風
ス
ー
プ
餃
子
」
講
座 

　

本
場
の
シ
ェ
フ
が
作
る
本
格

ス
ー
プ
餃
子
。
プ
ロ
の
味
を
学
び

ま
し
ょ
う
。

開
講
日
時　
10
月
16
日
（
火
） 

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時 

 

開
催
場
所　
働
く
婦
人
の
家

　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）  

講　
師　
　

朱　

俊
成　

氏

　
（
三
蔵 

シ
ェ
フ
） 

 

対
象
者　
女
性
（
市
内
に
居
住
ま

　

た
は
市
内
に
勤
務
）

受
講
料　
材
料
費
８
０
０
円 

申
込
締
切
日　
10
月
３
日
（
水
） 

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。 

 
 

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　

働
く
婦
人
の
家

　
（
☎
�
２
１
８
５
） 

 
 

 
 

　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文
化
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
地
域
活
動

を
行
う
社
会
教
育
関
係
団
体
が
加

入
で
き
る
保
険
で
す
。

　

傷
害
保
険
、
賠
償
責
任
保
険
、

突
然
死
葬
祭
費
用
保
険
を
一
括
契

約
し
た
補
償
制
度
で
、
団
体
で
の

活
動
中
、
団
体
活
動
へ
の
往
復
中

な
ど
で
の
事
故
が
補
償
の
範
囲
と

な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協

会
鹿
児
島
県
支
部
（
☎
０
９
９

―
８
１
３
―
１
１
０
８
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

が
ん
検
診
を
受
診
し
ま
し
ょ

う
無料クーポン券対象者（年齢は平成25年４月１日現在）

子宮頸がん

年齢 生　年　月　日

21 歳 平成　３(1991) 年４月２日～平成　４年 (1992) 年４月１日

26 歳 昭和６１(1986) 年４月２日～昭和６２年 (1987) 年４月１日

31 歳 昭和５６(1981) 年４月２日～昭和５７年 (1982) 年４月１日

36 歳 昭和５１(1976) 年４月２日～昭和５２年 (1977) 年４月１日

41 歳 昭和４６(1971) 年４月２日～昭和４７年 (1972) 年４月１日

乳がん

年　齢 生　年　月　日

41 歳 昭和４６(1971) 年４月２日～昭和４７年 (1972) 年４月１日

46 歳 昭和４１(1966) 年４月２日～昭和４２年 (1967) 年４月１日

51 歳 昭和３６(1961) 年４月２日～昭和３７年 (1962) 年４月１日

56 歳 昭和３１(1956) 年４月２日～昭和３２年 (1957) 年４月１日

61 歳 昭和２６(1951) 年４月２日～昭和２７年 (1952) 年４月１日

問
い
合
わ
せ
先　
保
健
セ
ン
タ
ー
（
☎
�
２
１
４
３
）

働
く
婦
人
の
家
定
期
講
座

講座名 内　容
定員

（人）
曜日 開催時間 開講回数 講　師

ヒーリングヨガ
ゆったりとした音楽と共にヨガを学ぶ

初心者向けコースです。
20 火

午前 10 時　　

～正午
10 花田 美代子　氏

コアトレーニング
身体の内側の筋肉を鍛えて、美しい姿

勢の基礎作りをしましょう。
20 金

午後８時　　　

～同 10 時
10 堤下 武　氏　　

デコレーション

フラワーアレンジ

造花やリボンなどを使って素敵なアレ

ンジメントを作ります。
20

第 2・4 木

※ 1

午後１時 30 分

～同３時 30 分
10 窪田 ゆかり　氏

ヘルシー家庭料理
健康的なメニューを学んで、料理のレ

パートリーを広げましょう。
20

第 2・4 金

※ 2

午前 10 時　　

～午後１時
10 内田 多美子　氏

※ 1・・・　12 月、3月は第 2木曜のみ。　　※２・・・　12 月、3月は第 2金曜のみ。

働
く
婦
人
の
家
一
日
講
座

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入

し
よ
う

検
索

⬆

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
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カメラの使い方、撮影講座

　カメラの基礎知識と撮影技術を学び

ます。

◆開 催 日　10月２，５，９，12，

16，19，23日

　　　　　　10月26，30日

　　　　　　11月２日（火・金曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　高尾野公民館

◆対 象　18歳以上（高校生不可）

◆定　　員　15人

◆受 講 料　テキスト代

◆申込締切　９月14日（金）

◆連 絡 先　高尾野公民館（☎82-5451）

みんなで学ぶ郷土史

　講義と史料による分かりやすい歴史講

座。講師と質疑応答形式で学びます。

◆開 催 日　10月22，29日

　　　　　　11月５，12，26日

　　　　　　12月３日（月曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　市中央公民館

◆対 象　18歳以上（高校生不可）

◆定　　員　20人

◆受 講 料　無料

◆申込締切　10月１日（月）

◆連 絡 先　市中央公民館（☎63-2106）

パソコン活用講座

　グラフ作成・家計簿・スライドショー

などを学んでパソコンライフをはじめま

せんか。

◆開 催 日　10月９，16，23，30日

　　　　　　11月６，13，20，27日

（火曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　市中央公民館

◆対 象　18歳以上（高校生不可）

◆定　　員　24人

◆受 講 料　パソコン使用料

テキスト代

◆申込締切　９月21日（金）

◆連 絡 先　市中央公民館（☎63-2106）

はじめてのパソコン講座②

電源の入れ方など、初歩からのパソコ

ンの使い方を学ぶ、初心者向け講座です。

◆開 催 日　10月17，24，31日　

　　　　　　11月７，14日（水曜日）

◆開催時刻　午後１時30分～同３時30分

◆開催場所　市中央公民館

◆対 象　18歳以上（高校生不可）

◆定　　員　24人

◆受 講 料　パソコン使用料

テキスト代

◆申込締切　９月21日（金）

◆連 絡 先　市中央公民館（☎63-2106）

パソコンエクセル講座②

　はじめてエクセル（表計算やデータ入

力のソフト）を使う人のための講座です。

文字入力のできる方が対象です。

◆開 催 日　10月31日

　　　　　　11月７，14，21，28日

　　　　　　12月５，12日（水曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　市中央公民館

◆対 象　18歳以上（高校生不可）

◆定　　員　24人

◆受 講 料　パソコン使用料

テキスト代

◆申込締切　９月21日（金）

◆連 絡 先　市中央公民館（☎63-2106）

ワードでつくる年賀状講座

　ワードを利用した年賀状作成を学び、

オリジナル年賀状を出してみませんか。

文字入力のできる方が対象です。

◆開 催 日　12月６，13，20日（木曜日）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　市中央公民館

◆対 象　18歳以上（高校生不可）

◆定　　員　24人

◆受 講 料　パソコン使用料

◆申込締切　11月15日（木）

◆連 絡 先　市中央公民館（☎63-2106）

クレインコーラス（合唱講座）

　発生練習などの合唱の基礎から馴染み

の二部合唱、三部合唱を楽しみます。

◆開 催 日　９月26日

　　　　　　10月３，10，31日

　　　　　　11月７，14，28日

　　　　　　12月５日（水曜日）

　　　　　　12月９日（出水音楽祭参加）

◆開催時刻　午後７時～同９時

◆開催場所　荘中学校音楽室

◆対 象　18歳以上（高校生不可）

◆定　　員　40人

◆受 講 料　無料

◆申込締切　９月14日（金）

◆連 絡 先　市中央公民館（☎63-2106）

男性のための料理教室

　料理初心者の男性のための講座です。

料理の楽しさ、自分で作ったものを味わ

う楽しさを体験してみませんか。

◆開 催 日　11月８，15，22，29日

（木曜日）

◆開催時刻　午後６時30分～同８時30分

◆開催場所　働く婦人の家

◆対 象　18歳以上男性（高校生不可）

◆定　　員　20人

◆受 講 料　材料代

◆申込締切　10月18日（木）

◆連 絡 先　市中央公民館（☎63-2106）

おせち料理講座

　作って楽しい・ 食べておいしいおせ

ち料理づくりを学び、手作りおせちで

新年を迎えてみませんか。

◆開 催 日　11月24日（土）

◆開催時刻　午前９時30分

～午後１時30分

◆開催場所　働く婦人の家

◆対 象　18歳以上（高校生不可）

◆定　　員　20人

◆受 講 料　材料代

◆申込締切　11月５日（月）

◆連 絡 先　市中央公民館（☎63-2106）

平成 24 年度出水市中央公民館・高尾野公民館後期講座、学校開放市民講座のご案内
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会　
場　
市
音
楽
ホ
ー
ル

聴
講
料
（
１
回
あ
た
り
）

○
一
般
成
人
５
０
０
円

出
水
市
民
大
学
で
学
ぼ
う

○
市
内
中･

高
校
生
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

市
中
央
公
民
館
内
出
水
市
民
大

　

学
事
務
局

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

た
。

　
「
教
育
の
原
点
は
家
庭
に
あ
る
」

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
家
庭
は
、

心
の
ふ
れ
あ
い
と
安
ら
ぎ
の
場
で

あ
る
と
と
も
に
、
子
ど
も
の
人
格

が
形
成
さ
れ
る
基
盤
で
も
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
は
、
家
庭
に
お
い
て

保
護
者
か
ら
の
愛
情
や
家
族
の
絆

に
支
え
ら
れ
な
が
ら
成
長
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
、
保
護
者
も
子
ど

も
と
の
ふ
れ
あ
い
の
中
で
、
共
に

学
び
合
い
、
自
ら
も
成
長
し
て
い

く
も
の
と
思
い
ま
す
。

　
「
家
庭
の
日
」
を
き
っ
か
け
に
、

家
族
と
の
ふ
れ
合
い
、
家
族
み
ん

な
で
過
ご
す
時
間
の
大
切
さ
な

ど
、
我
が
家
の
「
家
庭
の
日
」
の

取
り
組
み
を
ご
家
族
で
話
し
合
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ
先

　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
�
２
２
０
０
）

　
「
家
庭
の
日
」
運
動
は
、
昭
和

30
年
（
１
９
５
５
年
）
に
旧
鶴
田

町
（
現
在
の
さ
つ
ま
町
）
で
、
家

族
の
絆
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
「
家
族
を
大
切
に
し
た
い
」
と

い
う
願
い
と
、
当
時
、
ほ
と
ん
ど

休
み
が
な
か
っ
た
農
業
従
事
者
の

た
め
に
「
農
休
日
」
を
と
い
う
考

え
が
一
緒
に
な
り
生
ま
れ
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、昭
和
40
年（
１
９
６
５

年
）
に
鹿
児
島
県
が
毎
月
第
３
日

曜
日
を
「
家
庭
の
日
」
と
し
て
定

め
、
こ
の
運
動
は
国
民
運
動
と
し

て
全
国
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し

「
家
庭
の
日
」
と
は

74

ぐ
っ
す
り
眠
っ
て

心
の
健
康
づ
く
り
を
！

　

皆
さ
ん
、
き
ち
ん
と
睡
眠
を
と
っ

て
い
ま
す
か
？

　

睡
眠
は
肉
体
的
・
精
神
的
な
疲
れ

を
と
る
た
め
に
大
切
な
も
の
だ
と
言

わ
れ
ま
す
。
な
ぜ
睡
眠
は
大
切
な
の

で
し
ょ
う
か
？

　

実
は
、
昼
間
に
活
発
に
働
く
大
脳

は
、
眠
り
に
よ
っ
て
休
息
し
ま
す
。

ま
た
、
体
内
の
細
胞
分
裂
が
盛
ん
に

な
り
、
免
疫
細
胞
が
体
内
の
点
検
を

す
る
の
も
眠
っ
て
い
る
間
な
の
で

す
。
眠
る
こ
と
に
よ
っ
て
心
身
の
回

復
と
病
気
へ
の
抵
抗
力
を
し
っ
か
り

補
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

し
っ
か
り
睡
眠
を
と
る
た
め
に
次

の
ポ
イ
ン
ト
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

① 

定
期
的
な
運
動
に
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

② 

朝
食
は
し
っ
か
り
、
夕
食
は
軽

め
に
摂
り
ま
し
ょ
う
。

③ 

睡
眠
時
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
毎

朝
同
じ
時
間
に
起
き
る
習
慣
を

身
に
つ
け
ま
し
ょ
う
。

④ 
昼
寝
は
短
く
と
り
ま
し
ょ
う
。

⑤ 
夕
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
や
寝
酒
は

避
け
ま
し
ょ
う
。

　

も
し
、
眠
れ
な
い
こ
と
で
悩
ん
で

い
た
り
イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
、
何
も
す

る
気
が
お
こ
ら
な
か
っ
た
り
、
不
安

に
な
る
な
ど
の
症
状
が
２
週
間
以
上

続
く
と
き
は
、心
の
危
険
信
号
で
す
。

ひ
と
り
で
悩
ま
な
い
で
、
病
気
を
発

症
す
る
前
に
ま
ず
は
相
談
し
て
み
ま

し
ょ
う
！

　

皆
さ
ん
の
家
族
や
地
域
に
も
危
険

信
号
の
サ
イ
ン
を
発
し
て
い
る
人
が

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
周
囲
の
様

子
に
気
を
配
り
（
気
づ
き
）
ち
ょ
っ

と
気
に
な
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
一
声

か
け
ま
し
ょ
う
。（
見
守
り
）

　

ま
た
、
周
囲
の
協
力
も
得
て
早
い

時
期
に
相
談
や
、
受
診
を
勧
め
（
つ

な
ぎ
）、
お
互
い
に
支
え
あ
う
気
持

ち
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

　

９
月
10
日
は
『
世
界
自
殺
予
防

デ
ー
』、
９
月
10
日
か
ら
16
日
ま
で

は
自
殺
予
防
週
間
で
す
。
自
分
自
身

や
周
囲
の
心
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

ま
ず
は
、
心
地
よ
い
睡
眠
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。
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●
第
三
者
へ
の
賠
償
責
任
と
自

分
自
身
へ
の
補
償

　

車
を
運
転
す
る
際
に
は
、
自
賠

責
保
険
に
加
入
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
賠
償
額

に
限
り
が
あ
る
た
め
、
任
意
の
自

動
車
保
険
に
加
入
し
て
お
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

自
動
車
保
険
は
第
三
者
へ
の
賠

償
責
任
を
カ
バ
ー
す
る
部
分
と
、

自
分
自
身
の
損
害
を
カ
バ
ー
す
る

部
分
と
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
下
表
を
参
照
）

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
基
本
保
障
以

外
に
さ
ま
ざ
ま
な
特
約
が
つ
け
ら

れ
ま
す
。
特
約
は
、
保
険
料
に
反

映
す
る
う
え
、
請
求
漏
れ
が
あ
り

が
ち
な
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

●
保
険
料
の
決
ま
り
方

　

自
動
車
保
険
の
保
険
料
は
、
乗

っ
て
い
る
自
動
車
の
種
類
、
事
故

歴
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
年
齢
な
ど
の

要
素
か
ら
、
事
故
を
起
こ
す
確
率

を
も
と
に
算
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

自
動
車
を
買
い
替
え
た
、
子
ど

も
が
運
転
す
る
よ
う
に
な
っ
た
な

ど
、
条
件
が
変
わ
っ
た
場
合
は
必

ず
代
理
店
な
ど
に
届
け
出
ま
し
ょ

う
。

　

さ
ら
に
、
契
約
後
は
、
事
故
の

有
無
に
よ
っ
て
次
年
度
の
保
険
料

が
変
わ
り
ま
す
。
こ
の
条
件
は
保

険
会
社
が
変
わ
っ
て
も
引
き
継
が

れ
ま
す
。

自
動
車
保
険
の
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

【消費生活相談員の相談日時と場所】
○月・火・木・金曜日

午前９時30分～午後４時
（正午から午後１時までを除く）
本庁市民生活課内（☎63−6203）
○水曜日

午前９時30分～正午
野田支所市民福祉課内（☎63−2111 内線741）
○水曜日

午後１時30分～同４時
高尾野支所市民福祉課内（☎63−2111 内線453）

開 催 日　　10月18日（木）
開催時間　　午前９時40分～正午
　　　　　　午後１時～同３時40分
開催場所　　本庁　３階大会議室
内　　容　　国民年金・厚生年金の手続き等
相 談 員　　川内年金事務所職員
予約受付期間　９月21日（金）～10月11日（木）
（土日祝日を除く午前８時30分～午後５時）
予約申込先　本庁市民生活課住民年金係
　　　　　　（☎63－2111　内線147・148）
※９月20日開催の年金相談については広報い

ずみ８月号をご覧ください。

出水地区年金相談所を開設
（完全予約制）

平成 24 年 10 月から後納制度が始まります

　過去 10 年以内に国民年金保険料の納め忘れの期間のある方は、お申し込みにより、平成 24 年
10 月から平成 27 年９月までの３年間に限り、国民年金保険料を納めることができる期間が、過
去２年から 10 年に延長（「後納制度」といいます）されます。
※延長される 10 年とは、納めようとする月前 10 年以内の期間です。

（例）平成 14 年 10 月の場合→平成 24 年 10 月末となります

後納制度のメリット

２年以上前の保険料を納めることにより

①	将来受け取る年金額が増額！　②年金の受給資格が得られる可能性があります！

◆　後納制度をご利用いただける方
①　20 歳以上 60 歳未満の方

　　10 年以内に納め忘れの期間（納付・免除以外）や

未加入期間をお持ちの方

②　60 歳以上 65 歳未満の方

　　①の期間のほか任意加入中に納め忘れの期間をお持ちの方

③　65 歳以上の方

　　年金受給資格がなく任意加入中の方など

※老齢基礎年金を受給している方はお申し込みできません。

◆　後納保険料の納付にはお申し込みが必要です！
　※申出日の属する年度から起算して３年度を越える期間の保険

　　料を納付する際は、保険料額に加算金がかかりますのでご注

　　意ください。

【申込・問い合わせ先】川内年金事務所　(☎ 0996-22-5276)

≒　1,638 円（年額）増額
された年金額が毎年支給されます。

1 カ月分の後納保険料を納めることにより老齢基礎年金が増額される目安としては・・・

786,500 円　  ※平成 24 年度満額の年金額

480 カ月（40 年× 12 カ月）

第三者への
賠償

対人賠償保険 他人を死傷させた場合の損害賠償責任
を補償する。

対物賠償保険 他人の車や財産を壊した場合の損害賠
償責任を補償する。

自分自身の
損害保険

人身傷害補償保険
死亡・後遺障害・けがを負ったとき補
償する。被保険自動車以外で起きた交
通事故も補償する。

搭乗者傷害保険 被保険自動車に乗っている人が死傷し
たとき補償する。

無保険車傷害保険 無保険車との事故で被保険者が死亡ま
たは後遺障害を負ったとき補償する。

自損事故保険 被保険自動車での運転ミスなどにより、
乗車中の人が死傷したとき補償する。

車両保険 偶然の事故により被保険自動車に生じ
た損害に対して補償
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　夏休みの読書イベントとして「夏休み朗読会ｉｎいずみ」が、８月

１２日（日）にクレインパークいずみで開催されました。今回の朗読会

は、㈱南日本放送（ＭＢＣ）のご協力をいただき、ＭＢＣの上野知子アナウンサーと岡田祐介アナウンサーをお

招きして「出前講座」として行いました。会場となったクレインパークいずみ内ドームシアターには、親子連れ

や、朗読の基本を学びたいという大人の方まで８０人が訪れ、プロの朗読に聴き入っていました。

　まず、上野アナウンサーが、絵本「ひっこしはバスにのって」を朗読されました。この作品は、出水市在住の

童話作家　季
き み

巳明
あ き よ

代さんの作品で、知らない町に引っ越していく女の子の気持ちを描いた作品です。不安げな女

の子の言葉、バスに乗り合わせた女性の頼もしいセリフから情景が目に浮かんできました。

　次に、岡田アナウンサーが、出水を舞台にした「ひとりぼっちのつる」(椋鳩十作)を朗読。厳しい環境の中、

一生懸命生きようとしている子どものツルと年老いたキツネの戦いは、臨場感にあふれていました。

　３つ目の作品は、「おかえし」（村山桂子作）。引っ越しのごあいさつにきつねの奥さんにもらった「いち

ご」のおかえしに、たぬきの奥さんが「たけのこ」を持っていきます。それからどんどんおかえしのおかえしが

始まり、とうとう「おかえし」が１１回も繰り返されます。会場の参加者も「おかえしのおかえしのおかえし

の・・・・」と指折り数えながら一緒に声を出していました。

　その後、参加者全員で発声練習を行いました。まず

息をすべて吐き出してから腹式呼吸で大きく息を吸い

込みます。そして、口の形に気を付けながら「あいう

えお」の発声を行いました。　　

最後は、季巳明代さんの「まいごおばけ（せんせい

とおかしなかんじゃ）」を、会場から５人が参加して

朗読しました。即興の朗読でしたが息もぴったりで、

会場からも大きな拍手があがりました。

　

　絵本の読み聞かせと異なり、朗読は言葉だけで作品を伝えなければなりません。上野アナウンサーから「相手

が想像をふくらまし、情景を思い描くことができるように読むことが大切です」「本読みでは、まず黙読をする

ように」とアドバイスがありました。

　参加者からは、「プロの朗読が聞けてすばらしい時間でした」「楽しい時間を過ごすことができました」と感

想をいただきました。

「夏休み朗読会ｉｎいずみ」が
開催されました！

第３土曜日は「市民読書の日」

上野知子アナ

朗読に挑戦！

岡田祐介アナ
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読書活動に関する問い合わせ先
      読書推進課
       ☎ 63‒4121

いつでも　どこでも　本といっしょに



≪幼児・小学生≫

●「好きって、こわい？｣ 令丈　ヒロ子　編・作
●「アンナのうちは　いつもにぎやか」 アティヌーケ　作
●「ジビリルのくるま」 市川　里美　作・絵
●「かえるの　そらとぶけんきゅうじょ」村上　勉　作
●「りゅうの　ぼうや」 富安　陽子　作
●「おひさまやのたんぽぽスプレー」 茂市　久美子　作
●「ふたごのしろくま　とりさん、なんば？のまき」あべ　弘士　作
●「クーのおるすばん」 西内　ミナミ　作
●「凸凹星ものがたり」 あんびる　やすこ　作・絵
●「オムライス・ヘイ！」 武田　美穂　作

　　　・・・・・等
≪中学生・高校生≫

●「ぼくのプールサイド」 今井　恭子　作
●「１００回目のお引っ越し」 後藤　みわこ　著
●「バク夢姫のご学友」 柏葉　幸子　作

・・・・・等

≪一般≫

●「もらい泣き」 冲方　丁　著
●「海賊とよばれた男　上・下」 百田　尚樹　著
●「修羅の宴｣ 楡　周平　著
●「白ゆき姫殺人事件」 湊　かなえ　著
●「残穢（ザンエ）」 小野　不由美　著
●「ひらいて」 綿矢　りさ　著
●「月と雷｣ 角田　光代　著
●「ラスト・コード」 堂場　瞬一　著
●「キシャツー」 小路　幸也　著
●「空飛ぶ広報室」 有川　浩　著
●「千鳥舞う」 葉室　麟　著
●「確証」 今野　敏　著
●「秘密は日記に隠すもの｣　 永井　するみ　著
●「この世のメドレー」 町田　康　著
●「とにかく散歩いたしましょう」 小川　洋子　著

・・・・・等

図書館名
（電話番号） 開 館 時 間 ９月の休館日

中央図書館
（☎ 63-2105）

平日
　午前 9 時～午後 8 時
土曜・日曜日
　午前 9 時～午後 6 時

18 日
高尾野図書館

（☎ 82-5452）
午前 9 時～午後 6 時 21 日野田図書館

（☎ 84-3100）

平成24年９月　移動図書館運行表

ステーション名 運行時間
運行日

９ 月

第１・３

火曜日

西之口団地自治公民館 10：00～10：20 4 日鹿島自治公民館 15：10～15：40

第２・４

火曜日

千本付団地広場 10：00～10：20
11 日

25 日

平和団地集会室 10：30～10：50
鹿島住宅広場 14：20～14：40
茶円堀団地広場 14：45～15：05
ラ・フォンテいずみ 15：15～15：35

第１・３

水曜日

江内北部コミュニティーセンター 9：40～10：00
5 日

19 日

東辺田自治公民館前 10：10～10：30
尾野島浜自治公民館 10：45～11：05
江内配本所（カントリーコア） 14：05～14：25
ウッドタウン自治公民館 14：40～15：00

第２・４

水曜日

元町自治公民館 9：50～10：10 12 日
26 日今釜西自治公民館 10：20～10：40

第１・３

木曜日

鶴亀タウン 9：40～10：00 6 日
20 日米ノ津駅前広場 10：10～10：30

福ノ江自治公民館 10：45～11：05

第２・４

木曜日

受口自治公民館 10：40～11：00 13 日

27 日

屋地自治公民館 14：10～14：30
熊野神社前 14：40～15：00
菅原神社（荘上・荘下） 15：15～15：35

第１・３

金曜日

栗毛野自治公民館 9：40～10：00 7 日
21 日江川野自治公民館 10：10～10：30

内野々下自治公民館 10：45～11：05
第２・４

金曜日

鶴水園 14：10～14：40 14 日
28 日加紫久利住宅広場 14：55～15：15

新しい本の紹介（予定）新しい本の紹介（予定）

９ 月のおはなし会・親子読書会

中央図書館

おはなしのへや
（毎週水曜日）

5日、12日、19日、26日
午後４時～

だっこＤＥえほん 29日（土）午前10時～

高尾野図書館

おはなしのへや
（毎週月曜日）

3日、10日、24日
午後４時～

親子読書教室 
「すくすく」

11日（火）、25日（火）
午前10時30分～

夜のおはなし会 15日（土）午後７時～

野田図書館

おはなしのじかん
（毎週木曜日）

6日、13日、20日、27日
午後４時～

だっこＤＥえほん 6日（木）
午前10時30分～

夜のおなはし会 23日（日）午後７時～

「文学を思いっきり語ろう　in 出水」
　市立図書館では、鹿児島県内の著名な文筆家を招いて、
文学について語り合う場を計画しました。文学に関心をお持
ちの方のご参加をお待ちしています。

　　日　時　　　10月 28日（日）
　　　　　　　　午後１時～同４時
　　場　所　　　市立中央図書館
　　内　容　　　第一部　講演会
　　　　　　　　第二部　シンポジウム
　　　　　　　　第三部　参加者みんなで語ろう
　　ゲスト　　　「みなみの文学仲間」の皆さん
　　　　　　　　岡田　哲也さん（出水市在住　詩人）
　　　　　　　　季巳　明代さん（出水市在住　童話作家）
　　詳細は「広報いずみ 10月号」に掲載を予定しています。
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発生件数 死　者 負 傷 者

平成24 年
７ 月 中

27 件
（－ 10）

０人
（±０）

38 人
（－８）

平成24 年
の 累 計

160 件
（－ 19）

１人
（±０）

218 人
（－７）

※　（　 ）内の数字は前年同月比

交 通 事 故 発 生 状 況
出水警察署管内

出水市防犯協会 63 － 1500問い合わせ先

◆犯罪発生件数は減少から増加に転じました。

◆増加の要因は窃盗によるものです。窃盗の中で

増加したのは、住宅侵入盗（＋９）車上狙い

（＋８）万引き（＋７）等です。

◆子どもに対する声かけ事案は１件でした。

○本市の侵入盗の発生率は県
下で最も高い市のグループ
に属しています。

○外出・就寝の際は、忘れず
にカギをかけましょう。

　出水市安全・安心パトロール隊は、パトロー 
ル中に大型店舗に立ち寄り、駐車場や店舗内を 
巡回し、万引き抑止にも一役買っています。

犯罪は増加に転じました

　表は、今年上半期（１月〜６月）の犯罪発生状況
です。主な特徴は次のとおりです。

相談は安心ダイヤル　♯9110

９月11日は「警察相談の日」
警察は、次の相談に応じています。
◇犯罪等による被害の未然防止に関する相談

◇県民の安全と平穏に関する相談　
遠慮なく相談してください。

相　談　窓　口　　　　　　　　
◎県警察総合相談電話　　♯9110　☎099−254−9110
◎出水警察署安全相談係　　　　　☎62−0110
◎専門相談窓口
※悪質商法に関する事　　☎099−258−7940
※性犯罪被害に関する事　☎099−206−7867
※少年の悩み事やいじめ、非行に関する事
　　　　　　　　　　　　☎099−252−7867
※暴力団・薬物・けん銃に関する事
　　　　　　　　　　　　☎099−255−0110
注）専門相談窓口は平日にご活用ください。

犯罪発生状況
（１月〜６月）

罪　種 件数 前　年
同月比

凶

悪

犯

殺　人 ０ ±０

強　盗 ０ ±０

放　火 ０ －１

強　姦 ０ ±０

計 ０ －１

粗

暴

犯

暴　行 ４ ±０

傷　害 ６ ＋５

脅　迫 ０ －３

恐　喝 ０ ±０

計 10 ＋２

窃　盗 113 ＋20

知

能

犯

詐　欺 ３ ＋３

横　領 １ ＋１

偽　造 １ ＋１

その他 ０ ±０

計 ５ ＋５

わいせつ ０ －１

その他 １ －２

総　数 129 ＋23

手　口 件数 前　年
同月比

侵

入

盗

住宅侵入盗 22 ＋９

出店荒し １ －５

事務所荒し ４ －４

倉庫荒らし ２ ＋２

学校荒らし １ ＋１

その他 ３ －１

計 33 ＋２

非
侵
入
盗

置引き ４ ＋２

車上狙い 18 ＋８

部品狙い ２ ＋２

自販機狙い １ －６

万引き 18 ＋７

その他 26 ＋９

計 69 ＋22

乗
り
物
盗

自動車盗 ３ ＋３

オートバイ盗 １ ±０

自転車盗 ７ －７

計 11 －４

合計 113 ＋20

窃盗の手口別発生状況
 （１月〜６月）

《被害に遭わないために》

万
引
き

泥
棒 ＝万

引
き
は

泥
棒
で
す
。

あなたの家が

狙われています。

万引き抑止に一役
出水市安全・安心パトロール隊

店内を見回る安全・安心パトロール員
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鹿
児
島
県
と
熊
本
県
の
県
境
と
い
う
地
理
的
条
件
を
観
光

に
も
生
か
そ
う
と
、
こ
の
た
び
、
本
市
は
熊
本
県
水
俣
市
と

県
境
観
光
連
携
協
定
を
結
び
ま
し
た
。

　

７
月
30
日
、
薩
摩
三
大
関
所
の
一
つ
で
、
出
入
り
に
対
す

る
警
戒
が
最
も
厳
し
か
っ
た
と
さ
れ
る
野
間
之
関
所
跡
で
調

印
式
が
あ
り
、
鹿
児
島
県
観
光
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
、
熊
本
県

観
光
連
盟
専
務
理
事
の
立
ち
会
い
の
も
と
協
定
書
に
両
市
の

市
長
が
調
印
し
ま
し
た
。

　

２
市
は
そ
れ
ぞ
れ
観
光
・
グ
ル
メ
情
報
発
信
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
が
、
そ
の
情
報
は
同
一
県
内
に
と
ど
ま
り
、
商
圏

で
あ
る
隣
接
す
る
県
へ
の
情
報
発
信
が
難
し
く
、
両
市
単
独

の
観
光
素
材
で
観
光
客
を
呼
び
込
む
こ
と
に
は
限
界
が
あ
る

と
し
て
今
回
の
協
定
締
結
と
な
り
ま
し
た
。

　

協
定
に
は
、
お
互
い
の
観
光
素
材
を
生
か
し
、
県
外
向
け

誘
客
活
動
や
、
観
光
情
報
発
信
を
連
携
し
て
行
う
ほ
か
、
新

幹
線
停
車
駅
を
有
す
る
強
み
を
生
か
し
、
旅
行
業
者
に
共
同

で
観
光
ル
ー
ト
の
提
案
を
行
う
こ
と
な
ど
の
取
り
組
み
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

関所を超えてタッグ組む
水俣市と観光連携協定

き
れ
い
な
観
光
地
に

商
工
会
議
所
女
性
会

　市内の観光地のひとつである出水麓武家屋敷で７
月８日、出水商工会議所女性会（三反田三寿代会長）
のメンバー約20人が清掃作業に汗を流しました。
　夏の観光客が増える前に毎年実施しており、今年
で５回目。
　観光客が立ち寄る観光牛車広場、周りの石垣など
のゴミ拾いや草刈りなどが重点的に行われました。

　

７
月
７
日（
土
）、
市
文
化
会
館
で
第
７
回
市
民
体
育
大
会

総
合
開
会
式
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大
会
役
員
、
来
賓
を
は

じ
め
、
市
内
各
競
技
団
体
の
選
手
が
一
堂
に
会
し
、
総
勢
約

６
０
０
人
に
よ
る
華
や
か
な
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
ダ
ン
ス
発
表
で
は
、
出
水
商
業
高
等
学

校
ダ
ン
ス
部
に
よ
る
若
さ
あ
ふ
れ
る
躍
動
感
に
満
ち
た
ダ
ン

ス
が
披
露
さ
れ
、総
合
開
会
式
に
華
を
添
え
ま
し
た
。
ま
た
、

毎
年
恒
例
の
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
お
よ
び
女
性
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
に
よ
る
マ
ス
ゲ
ー
ム
で
は
、
集
団
に
よ
る
演
技
の

美
し
さ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
渋
谷
市
長
か
ら
社
会
体
育
功
労
者
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
、
体
育
功
労
者
３
人
、
優
秀
ス
ポ
ー
ツ
選
手
13
人
、

優
秀
ス
ポ
ー
ツ
団
体
３
団
体
へ
賞
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

11
月
ま
で
の
期
間
、各
地
区
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。

体
育
功
労
者
：
久
松
啓
伸（
出
水
市
陸
上
競
技
協
会
）・
﨑
元

健
一（
出
水
市
水
泳
協
会
）・
森　

浩
伸（
出
水
市
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
協
会
、
荘
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

熱戦の火ぶたが切られる
第７回市民体育大会

早
期
実
現
を
目
指
し
て

南
九
州
西
回
り
自
動
車
道

　南九州西回り自動車道建設促進期成会（渋谷俊彦
会長）の総会が7月9日、本市で開催されました。
　総会には、本自動車道沿線の市町長、議会議長な
ど約60人が出席。
　渋谷会長の「沿線自治体が一致結束して、早期の
全線開通を実現させよう」とのあいさつの後、会で
は工事の進捗状況などの報告があり、早期全線開通
に向けて取り組むことを確認しました。

選手宣誓を行う篠原淳志さん（出水市バスケットボール協会）
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　出水地区ちびっこ少年相撲大会が７月28日、上水
流相撲場でありました。
　今回で７回目を数える大会には出水市、長島町の
小学生１年生から６年生までの50チーム146人が参
加し、学校ごとの団体戦と学年別の個人戦で競われ
ました。
　力の入った取り組みが多くあり、集まった多くの
観客からは大きな声援と拍手が飛んでいました。

　７月22日、市民総ぐるみで市内各所を清掃する毎
年恒例のふるさと出水クリーン作戦がありました。
　参加者らは午前５時半の花火を合図に各持ち場に
集まり、清掃作業に汗を流しました。
　今回で32回を数え、213団体、3,418人が参加。河
川敷や海岸、道路のゴミ拾いなど約２時間の作業で
可燃ごみ2.98㌧、不燃ごみ1.18㌧が集まりました。

　大川内小学校への特認に対し関心がある児童、保
護者を対象に、同校の魅力を知ってもらうイベント
が７月29日にありました。
　他小学校に通う児童と幼稚園年長の８人は保護者
らとともに、同校の児童、保護者、校区民らに温か
く迎え入れられていました。歓迎式の後、全員で近
くの川でカヌー体験、川遊びなどを楽しみました。

　自治会のプライドをかけて７月14日から55チーム
70自治会が熱戦を繰り広げた自治会対抗野球大会は
８月４日決勝戦があり、小原上自治会が３年ぶり２
回目の優勝を飾りました。
　（結果）優勝：小原上自治会、準優勝：屋地・旭・
上餅井・下餅井自治会、第３位：柴引自治会、西之
口自治会残りベスト８：上山崎自治会、下中自治会、
上水流自治会、広瀬・朝日町自治会

　福岡の子どもたち22人が、７月23日から24日まで
本市を訪れました。
　この旅行は、出水市観光協会と旅行会社などが協
力して毎年開催しています。
　子どもたちは米ノ津川で魚のつかみ取りやカヌー
体験など川遊びを楽しみ、夜は青年の家でバーベ
キューや天体観測など体験。翌日は川除・下郡山遺
跡で発掘体験をしました。

市
内
一
斉
清
掃

ク
リ
ー
ン
作
戦

は
っ
け
よ
い
！
の
こ
っ
た
！

ち
び
っ
こ
少
年
相
撲

特
認
生
待
っ
て
る
よ

大
川
内
小

小
原
上
が
優
勝

自
治
会
対
抗
野
球
大
会

夏
休
み
の
思
い
出

自
然
・
発
掘
体
験
in
出
水

着
物
で
楽
し
む

出
水
麓
武
家
屋
敷
群

　武家屋敷群を着物で楽しんでもらうイベントが７
月21日、公開武家屋敷竹添邸でありました。
　日本情緒を味わってもらい、和の文化を再確認し
てもらう目的で出水の観光を考える会の「サークル
あい（荒木洋一会長）」と着物愛好家グループの「なで
しこ会（石丸律子会長）」が初めて開催。参加者ら約
20人は、琴の演奏や茶道などを楽しんだ後、周辺の
散策もするなど麓武家屋敷を満喫していました。
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　毎月第２土曜日に名護漁港で開催される名護新鮮
おさかな市が８月11日開催され、多くの買い物客で
にぎわいました。
　子どもたちに海の生き物に触れてもらおうと地元
産のタコのつかみ捕りがあり、水槽の中を泳ぎ逃げ
るタコを子どもたちは歓声を上げながら追いかけて
いました。市場では買い物客らが、当日水揚げされ
たばかりの新鮮な地魚を買い求めていました。

　身近な税金について子どもたちに学んでもらおう
と北薩法人会出水支部（松山勇会長）が８月10日、夏
休み親子アニメ上映会を開催しました。
　アニメ上映会は昨年から行っており、参加者の好
評を得て２回目。夏休みを利用して集まった多くの
子どもたちと保護者らは、堅いイメージの税金につ
いて分かりやすく解説された教育用のアニメで税金
について知識を深めました。　

　夏休みやお盆でふるさとに帰ってくる帰省客や観
光客をもてなそうと８月11日、出水市もてなしの心
育成協議会（宗像義政会長）のメンバーらがＪＲ出水
駅で冷茶をふるまいました。
　新幹線から大きな荷物を抱えて降りてくる多くの
帰省客らに、協議会メンバーは浴衣姿で冷茶やお菓
子を笑顔で手渡していました。おもてなしを受けた
帰省客らは道中の疲れを癒しているようでした。

　第38回出水高等学校吹奏楽部定期演奏会が８月11
日、市文化会館で開催されました。
　部員数の減少を受け、部員19人をサポートするか
たちで世代の異なるＯＧ・ＯＢも演奏に参加し、こ
の日に備え日々練習を重ねた演奏を披露しました。
集まった多くの観客らは、県予選で金賞を受賞する
など定評のあるうつくしい音色に魅了されていまし
た。

　出水市小学校区ＯＢソフトボール盆大会が８月14
日、高尾野運動場でありました。　
　盆で帰省している市内出身者と市内在住者との親
睦を深めることを目的に出水ソフトボール愛好会

（安永博志会長）が開催し今年で３回目。８小学校の
ＯＢ約100人が参加しました。懐かしい顔ぶれが揃
い、ヒットや好プレーが出るたびに歓声が上がり熱
戦が繰り広げられました。優勝：米ノ津東小

　出水地区と、水俣芦北地区に分かれての肥薩対抗
柔道大会が８月19日、市総合武道館柔道場で開催さ
れました。
　会場を鹿児島県と熊本県で交互に開催しており、
今年で34回目。
　小学校１年生から一般までの32人がそれぞれ対戦
し、結果は23勝７敗２引き分けで薩摩軍が勝利しま
した。

税
金
を
学
ぶア

ニ
メ
上
映
会

逃
げ
る
タ
コ
に
歓
声

お
さ
か
な
市

お
帰
り
な
さ
い

帰
省
客
を
も
て
な
す

最
良
の
音
で
最
良
の
音
楽
を

出
水
高
定
期
演
奏
会

懐
か
し
い
顔
ぶ
れ
で

小
学
校
区
Ｏ
Ｂ
ソ
フ
ト

薩
摩
対
肥
後

柔
道
大
会
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特ダネ！キャッチ＆クローズアップ

リサイクル魂に火をつけろ〜環境にやさしい着火剤づくり〜

で
き
ま
す
。

　
製
造
を
委
託
さ
れ
て
い
る
社
会
福
祉
法
人
出
水
福
祉
会
障
害

者
支
援
セ
ン
タ
ー
い
ず
み
園
を
早
速
、
の
ぞ
か
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
。
熱
せ
ら
れ
た
鉄
板
に
細
か
く
潰
し
た
使
用
済
み
の
ろ
う

を
敷
き
ま
す
。
そ
の
ろ
う
と
県
内
産
オ
ガ
粉
を
混
ぜ
、
金
属
の

枠
に
適
量
を
の
せ
て
プ
レ
ス
。
枠
か
ら
外
し
冷
め
て
固
ま
る
ま

で
寝
か
せ
ま
す
。
こ
れ
で
完
成
で
す
。
で
き
た
て
の
「
き
こ
り

の
火
」
を
手
に
取
り
園
長
の
宮
下
さ
ん
が
説
明
し
て
く
れ
ま
し

た
。
一
連
の
工
程
が
終
わ
る
ま
で
時
間
は
10
分
程
度
で
し
た
。

　
意
外
に
簡
単
だ
な
っ
て
思
っ
て
い
る
と
、
北
薩
フ
ォ
レ
ス
ト

バ
イ
オ
マ
ス
組
合
の
肱
黒
社
長
が
「
簡
単
に
見
え
ま
す
が
、
ろ

う
と
オ
ガ
粉
の
配
分
や
プ
レ
ス
す
る
時
間
な
ど
試
行
錯
誤
し
た

ん
で
す
よ
」
と
そ
れ
ま
で
の
苦
労
を
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
取
材
中
も
黙
々
と
そ
の
作
業
に
取
り
組
む
い
ず
み
園
の
利
用

者
と
職
員
の
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
作
業
場
は
鉄
板
を
熱
す
る
た

め
に
薪
を
燃
や
し
続
け
て
い
る
た
め
蒸
し
風
呂
の
よ
う
な
状
態

で
す
が
、
汗
だ
く
の
利
用
者
ら
は
だ
れ
ひ
と
り
作
業
の
手
を
休

め
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
常
生
活
や
働
く
場
で
の
対
人
関

係
、
行
動
・
態
度
な
ど
を
作
業
を
と
お
し
て
学
ぶ
就
労
移
行
支

援
事
業
の
一
環
で
作
業
は
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
環
境
へ
の
優
し
さ
と
出
水
の
資
源
の
有
効
活
用
か
ら
生
ま

れ
た
「
き
こ
り
の
火
」
は
今
月
か
ら
い
ず
み
園
に
並
ん
で
い

ま
す
。
２
シ
ー
ト
入
り
（
12
回
分
）
１
８
５
円
と
安
価
な
と

こ
ろ
も
魅
力
の
ひ
と
つ
で
す
。
今
後
は
量
販
店
な
ど
に
も
Ｐ

Ｒ
し
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
。
今
度

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
の
炭
を
買
い
に
い
く

と
、
横
に
並
ん
で
い
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
ね
。

　
今
年
の
夏
、
山
に
海
に
出
か
け
た
方
も
多
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
山
の
空
気
の
う
ま

さ
に
驚
き
、
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
聞
い
て
の
昼
寝
、

真
っ
青
な
空
と
海
で
童
心
に
返
っ
て
無
邪
気
に

波
と
戯
れ
る
な
ど
、
夏
は
や
っ
ぱ
り
楽
し
い
で

す
よ
ね
。
そ
し
て
、
山
、
海
な
ど
屋
外
で
の
食

事
と
言
え
ば
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
こ
で
炭
に
火
を
つ
け
る
時
、
あ
な
た

は
な
に
を
使
い
ま
す
か
。
新
聞
紙
、
枯
葉
、
バ
ー

ナ
ー
、
着
火
剤
な
ど
色
々
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

今
回
は
そ
の
着
火
剤
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
ま

し
た
の
で
、
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
み
る
こ
と

に
し
ま
し
た
。

　
着
火
剤
は
大
き
く
分
け
て
２
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
固
形
タ
イ
プ
と
液
体
タ
イ

プ
で
す
。
固
形
タ
イ
プ
は
オ
ガ
粉
や
紙
な
ど
燃
え
る
物
に
灯
油
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
を

染
み
込
ま
せ
固
め
た
も
の
。
液
体
タ
イ
プ
に
は
油
や
ア
ル
コ
ー
ル
そ
れ
自
体
や
そ
れ
ら

を
ジ
ェ
ル
状
に
し
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
今
回
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
す
る
の
は
前
者
の
固
形
タ
イ
プ
で
す
。

　
固
形
タ
イ
プ
の
着
火
剤
は
多
く
を
海
外
で
作
っ
て
お
り
、
国
内
で
は
北
海
道
、
東
北

な
ど
で
主
に
製
造
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
灯
油
や
ア
ル
コ
ー
ル
な
ど
使
う
の
が
主
流

で
あ
り
火
を
付
け
る
と
刺
激
臭
が
し
ま
す
。
そ
こ
で
、「
木
や
竹
な
ど
の
豊
富
な
出
水

市
の
資
源
を
有
効
活
用
で
き
な
い
か
」
と
考
え
て
い
た
株
式
会
社
北
薩
フ
ォ
レ
ス
ト
バ

イ
オ
マ
ス
組
合
が
、
お
互
い
に
技
術
提
携
を
し
て
い
た
新
潟
県
の
会
社
か
ら
基
本
的
な

技
術
を
伝
授
さ
れ
、
発
生
す
る
熱
や
工
程
な
ど
で
さ
ら
に
高
品
質
な
着
火
剤
が
で
き
な

い
か
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、
こ
の
た
び
着
火
剤
「
き
こ
り
の
火
」
を
完
成
さ
せ
ま
し

た
。
こ
の
着
火
剤
の
特
徴
は
、
何
と
言
っ
て
も
環
境
に
や
さ
し
い
と
い
う
こ
と
。
県
内

産
の
木
と
竹
の
オ
ガ
粉
と
使
用
済
み
の
ろ
う
を
原
料
と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
灯
油
や

ア
ル
コ
ー
ル
を
使
用
し
て
い
な
い
の
で
臭
い
が
少
な
い
。
こ
の
た
め
室
内
で
の
使
用
も

問い合わせ先

( 株 ) 北薩フォレストバイオマス組合

（☎６２―７３１０）

社会福祉法人　出水福祉会

障害者支援センター　いずみ園

（☎６３―０１２０）　

広報デスクが行く噂の現場　第２弾！！
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 　７月 28・29 日の夏祭り鶴翔祭を皮切りにたかおの夏祭
り（８月４日）、野田郷夏祭り（８月 11 日）が続けて開催
されました。法被や浴衣を身にまとった人たちの総踊り、
色とりどりの露店、夜空を焦がす花火。夏と言えばやっぱ
り祭りです。

夏だ！祭りだ！ワッショイ！



ペアチケット
プレゼント !!
ペアチケット
プレゼント !!

ハガキに〒・住所・氏名（フリガナ）希望の部（昼か夜）を明記の上、
下記住所「広報いずみチケットプレゼント係」まで。締切は 9/9。
当日消印有効。発表は当選ハガキの発送をもって。当選にもれた
方も更に抽選で優待ハガキをプレゼント。

�
応
募
方
法
�

※いただいた個人情報は抽選にのみ使用します

富士産業株式会社  
 鹿児島事部 鹿児島市西田１－５－１ 鹿児島高見橋ビル８F 

☎０１２０－５５－５８０５            
(本社)東京都新橋 (全国従業員数)15454 名 (鹿児島従業員数)400 名 (鹿児島受託件数)62 ヶ所 

私たちは喫食者の身内のつもりになった食事サービスをしています！！ 

             

 

★ お仕事内容：調理・盛り付け・食器洗浄 ★ 交代勤務 ★ シフト制の月８日休み ※交通費支給・白衣・シューズ貸与・食事補助１日１４０円・各種保険加入※  

野田町の施設 ①6：00～15：00 ②10：00～19：00  
③7：00～13：00 ④6：30～13：00 ⑤15：30～19：00

五万石町の施設 ①6：00～15：00 ②8：30～17：30  
③10：00～19：00

　このページは、有料広告を掲載するページです。
　広告内容は、広告主の原稿をそのまま掲載してありますので、
詳細な内容については、広告主に直接、お問い合わせください。
　広報いずみの発行部数は21,200部で市内のほぼ全世帯に配
布されますので、同窓会や記念事業等のイベント告知にもご利
用ください‼　ただし、掲載可能な数に限りがありますので掲
載希望が多数の場合は、調整させていただきますのでご了承く
ださい。

【申込・問い合わせ先】
　　　本庁企画政策課秘書広報係
　　　☎0996−63−4120
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（
新
生
児
）（
保
護
者
）〈
敬
称
略
〉

山

本

梨り

優ゆ

（
昌
弘
・
有
美
）

清

水
　

竣
し
ゆ
ん

（
孝
・
加
代
）

中

尾

藍あ

い

と翔

（
潤
喜
・
佳
奈
子
）

竹
ノ
内　

祐ゆ

う

ま真

（
忍
・
真
佑
美
）

脇

田

美み

羽う

（
慧
・
美
穂
）

前

平

廉ゆ
き
ま
さ道

（
裕
二
・
智
恵
美
）

寺

下

愛ま

菜な

（
充
・
し
お
り
）

佐

伯

真ま

ひ

ろ宙

（
政
志
）

古

城

輝き

空ら

（
勝
・
み
ず
え
）

片

平

昂こ
う
す
け佑

（
友
蔵
・
愛
子
）

白
木
川　

椋り
よ
う
た太

（
真
一
）

松

木

綺い

ろ

は花

（
克
尚
・
靖
菜
）

川

本

紀き

い

な奈

（
絢
可
）

小

原

寧ね

王お

（
英
朗
・
未
生
）

蓑

毛

美み

こ

と命

（
克
美
）

濵　

﨑　

百も

も々

花か

（
隆
志
・
詩
織
）

高

田

晄あ

き

と士

（
弘
晃
・
麻
耶
）

切

通

奏そ

う

た汰

（
直
樹
・
理
香
）

宮

野

徠ら

い

が雅

（
誠
・
沙
弥
香
）

荒　

木　

優ゆ

乃の

愛あ

（
康
平
・
美
咲
）

渡

瀬
　

翼
つ
ば
さ

（
由
幸
）

中

野

綸わ

子こ

（
嘉
彦
・
愛
）

松

尾

拓た

く

み実

（
啓
太
・
寿
美
）

石

原

妃ひ

ま

り莉

（
広
樹
・
育
美
）

福　

山　

ひ
ま
り

（
伸
吾
・
由
佳
）

樋　

口　

白は
く
り
ゅ
う龍

（
肇
・
い
ず
み
）

吉　

岡　

の
の
は

（
伸
彦
・
真
紀
）

村

山

七な

な

み海

（
貴
彦
・
香
織
）

志

柿

慶け

い

た太

（
裕
介
・
真
里
奈
）

山

田

琉り
ゆ
う
と翔

（
年
秋
・
静
）

郷

田
　

蓮れ
ん

（
隆
生
・
千
里
）

今

村

美み

結ゆ

（
豊
・
有
佳
里
）

合

志

心み

な

ぎ凪

（
伸
・
智
子
）

森
　

亮り
よ
う
す
け介

（
基
泰
・
美
千
代
）

吉

井
　

笙
し
よ
う

（
俊
広
・
恵
美
）

松

山

冴さ

す

け輔

（
恭
兵
・
令
奈
）

松

下

心こ

こ

み美

（
誠
也
・
佳
代
子
）

宮

内

妃き

羅ら

（
孝
彰
・
幸
）

　
（
６
月
30
日
～
８
月
１
日
届
出
分
）

　
（
死
亡
者
）（
年
齢
）（
住
所
）〈
敬
称
略
〉

荒　

川　

ノ
ブ
子

81
東
大
野
原（
出
水
）

田

代

耕

一

76

太
鼓
橋

上　

野　

ア
サ
子

74

向

江

兒　

玉　

キ
ク
エ

92

砂

原

田

中

清

喜

78

上
水
流

長
　

一

子

92

花
立
西

内　

村　

ヨ
シ
ヱ

79
東
大
野
原（
出
水
）

井

川

数

男

92

表
郷
西

湯　

田　

ハ
ル
ノ

92

大

和

日

迫
　

茂

76

荘

上

安

富

ス

ミ

92

柴

引

吉　

川　

ア
ツ
子

94

上
古
市

本　

村　

キ
ク
メ

92

西
之
口

桑

原

静

市

77

花
立
東

堀　

口　

市
太
郎

87

野

平

八　

郷　

エ
イ
子

94

昭

興

若

杉

キ

ミ

96

平
良
馬
場

山　

本　

カ
ズ
子

88

櫓

木

筑

濱

幸

治

92

鮎

川

川

島

惠

78

石
坂（
出
水
）

新　

穗　

カ
オ
ヱ

99

連
尺
野

　

平　

安　

雄

85

連
尺
野

藏　

滿　

真
一
郎

57

千
本
付

久

松

幸

博

54

浜
新
田

尾
ノ
上　

五　

夫

82

御

岳

井

上

常

利

67

上
村
西

竹　

　

眞
知
子

71

麓

梅　

田　

ヨ
シ
ヱ

86

町（
野
田
）

島

﨑

成

信

78

元
町（
出
水
）

丸

田

フ

ミ

95

上
山
崎

楠

本

忠

行

83

西

通

勝　

田　

ヒ
ロ
コ

88

上
竪
馬
場

前

平

一

郎

50

江
川
野

⻆
　

信

夫

63

花
立
東

袰　

川　

美
智
子

75

茶
円
堀

竹

﨑

キ

ミ

95

上
山
崎

御
所
園　
　
　

榮

90

城
山
南

山

内

笑

子

91

政

所

執　

印　

フ
サ
ヱ

88

丸

塚

倉　

本　

婦
美
子

89

花
立
西

西

川
　

喬

94

関

外

山

添

清

志

82

鍋

野

森
　

次

男

69

桜

町

瀨
戸
口　

和　

子

84

花
立
東

山

路

良

二

80

鹿

島

井　

上　

キ
ヨ
ノ

82

上
村
西

河

南

セ

ツ

90

鶴
寿
園

伊　

東　

イ
ク
ヱ

100

表
郷
西

本　

戸　

フ
ミ
子

85

向

江

篠　

原　

イ
ク
ヨ

74

上
水
流

吉　

海　

ヨ
シ
子

92

坂

元

福

島

輝

子

91

野

口

石

田
　

學

81

豊

原

山
之
内　

清　

子

89

福
ノ
江

揚　

松　

シ
ズ
子

93

下

山

新

冨

國

雄

88

さ
ぎ
や
な

元　

浦　

ナ
ツ
子

82

天
神（
出
水
）

　
（
６
月
30
日
～
８
月
１
日
届
出
分
）

香
典
返
し
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

荒

川

善

美

（
東
大
野
原
）

田

代

伸

一

（
太
鼓
橋
）

児

玉

幸

俊

（
砂

原
）

長
　

隆

一

（
花
立
西
）

内

村

良

秀

（
東
大
野
原
）

井

川

光

一

（
表
郷
西
）

日

迫

清

子

（
荘

上
）

山

元

美

幸

（
柴

引
）

吉

川

憲

行

（
千
葉
県
柏
市
）

中

野

克

彦

（
熊
本
市
）

桑　

原　

フ
サ
ヱ

（
花
立
東
）

堀

口

秋

利

（
野

平
）

八

郷

正

克

（
熊
本
市
）

若　

杉　

正
十
郎

（
平
良
馬
場
）

川

島
　

馨

（
石
坂（
出
水
））

　

平　

涼　

一

（
連
尺
野
）

新

穂

靖

則

（
蓮
尺
野
）

井

上

邦

利

（
米
ノ
津
東
）

山

本

文

憲

（
櫓

木
）

筑　

濱　

ハ
ル
エ

（
鮎

川
）

藏　

滿　

み
な
子

（
千
本
付
）

久

松
　

渉

（
浜
新
田
）

竹

添

正

幸

（
麓（
高
尾
野
））

勝

田

雄

二

（
上
竪
馬
場
）

⻆
　

陽

子

（
花
立
東
）

袰

川

美

紀

（
茶
円
堀
）

島　

﨑　

佐
代
子

（
元

町
）

三
才
町　

京　

子

（
江
川
野
）

竹

﨑

栄

治

（
上
山
崎
）

川

満

礼

子

（
城
山
南
）

湯

田

健

一

（
大

和
）

山

内
　

宏

（
政

所
）

坂

口

忠

男

（
花
立
西
）

山　

添　

ト
ヨ
子

（
鍋

野
）

森　
　
　

み
ち
よ

（
桜

町
）

瀨
戸
口　
　
　

孝

（
花
立
東
）

井

上
　

登

（
上
村
西
）

吉

海

昭

孝

（
坂

元
）

石　

田　

エ
イ
子

（
豊

原
）

本

戸

信

幸

（
向

江
）

篠

原
　

格

（
上
水
流
）

築

地

由

美

（
野

口
）

中

里

昭

子

（
下

山
）

山

路

ヨ

フ

（
鹿

島
）

尾
ノ
上　

キ
ミ
子

（
御

岳
）

西

川

英

男

（
関

外
）

楠　

本　

フ
ミ
子

（
西

通
）

一
般
寄
付　

 〈
敬
称
略
〉

薩
摩
山
野
草
会　

会
長
山
田
和
幸

山　

崎　
　
　

平

（
針

原
）

＝
以
上
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
＝

お
誕
生
、
ご
め
い
福
、
ご
寄
付
欄
へ

の
掲
載
を
希
望
さ
れ
な
い
方
は
届

け
出
の
際
に
お
知
ら
せ
い
た
だ
く

か
、
本
庁
企
画
政
策
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
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当番医のお知らせ当番医のお知らせ
　担当医療機関は、下表のとおりです。
○都合により担当医療機関が変更になることがあります。出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。
○当番医での受診は、急患に限ります。

※［当］：日曜・祝日在宅当番医（午前９時～午後５時）
　［児］：小児科当番医（午前10時～正午）

9　　　　　月
日 医　療　機　関　名

２日（日）

［当］クリニック．なかむら 消化・内・外科 平良馬場 ☎62−0241
［当］恒吉医院 消化・内科 大和 ☎82−0048
［当］鶴見医院 内・呼吸科 阿久根市 ☎73−0553
［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595
［児］キッズクリニック 小児科 向江 ☎63−7707

９日（日）

［当］三慶医院 循環器・内科 井上 ☎63−2333
［当］平田整形外科クリニック 整外科 西町 ☎62−8801
［当］喜多医院 内・外科 阿久根市 ☎72−0038
［当］黒木胃腸科外科医院 胃腸・外科 阿久根市 ☎75−0200
［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040
［児］こどもクリニック永松 小児科 鹿島 ☎64−1500

16日（日）

［当］野田診療所 内科 仮屋 ☎84−2023
［当］おかだクリニック 内・消化・放射線科 春日町 ☎63−7011
［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054
［当・児］しみずこども医院 小児科 阿久根市 ☎68−0633

17日（月）

［当］せき耳鼻咽喉科クリニック 耳鼻咽喉科 東大野原 ☎64−1187
［当］林泌尿器科クリニック 泌尿器科・内科 早馬 ☎64−8800
［当］いまむらクリニック 泌尿器科・内科 阿久根市 ☎73−1700
［当］長島クリニック 内・外科 長島町 ☎88−6405

22日（土）

［当］さくら通りクリニック 脳神外・脳神内科 千本付 ☎62−2311
［当］友愛クリニック 内・消化器科 太鼓橋 ☎64−2101
［当］門松医院 内・外科 阿久根市 ☎64−6100
［当］平尾診療所 内・外科 長島町 ☎88−2595

23日（日）

［当］わかすぎ皮フ科クリニック 皮膚科 表郷東 ☎64−1313
［当］福元医院 内・循環器科 新町 ☎67−3200
［当］山田クリニック 内・外科 阿久根市 ☎72−0420
［当］飯尾医院 内・外・婦人科 長島町 ☎88−5040
［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611

30日（日）

［当］整形外科ばばぐちクリニック 整外科 六月田中 ☎64−8260
［当］しもぞのクリニック 内・胃腸科 石坂（出水） ☎63−8300
［当］北国医院 外・小児・整外科 阿久根市 ☎72−0016
［当］鷹巣診療所 内・外科 長島町 ☎86−0054
［児］出水総合医療センター 早馬 ☎67−1611
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暮らしの情報暮らしの情報

水道修繕工事当番事業者

※家庭内の修繕は、施工した工事事業者にご連絡ください。

休日当番歯科医・当番薬局休日当番歯科医・当番薬局

期　　間

出　水　地　域 高尾野・野田地域

工 事 事 業 者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

工事事業者 平　日
休日および平日の
　　午後５時以降

９月１日〜２日 山 門 電 気 商 会 ☎67−1066

携帯電話
（090－7397－7898）

野 村 電 設 ☎82−3637

携帯電話
（090－7154－7490）

９月３日〜９日 司 工 業 ☎63−7485 ア タ ッ ク ス ☎82−0044

９月10日〜16日 岩 﨑 電 設 ☎62−1414 釜 崎 水 道 ☎82−0249

９月17日〜23日 ヤマサキ電機産業 ☎67−3405 松 一 ☎65−6520

９月24日〜30日 たかさご水道 ☎67−4400 桑野水道設備 ☎82−4385

２日（日）▶地区別市民体育大会（出水・西出水・東出水・米ノ津地区）（各会場）

29日（土）▶武家屋敷サミット2012（午前10時15分・公開武家屋敷税所邸）

９月の主な行事

※歯科医院診療時間　午前９時～正午
◎変更になることがあります。
　出水消防署（☎63－0119）にお問い合わせください。

9月2日

よしだ歯科クリニック 歯科 ☎63－1555 横　尾

ふ れ あ い 薬 局 ☎63－3070 平良馬場

9月9日

はしぐち歯科クリニック 歯科 ☎62－8241 茶円堀

タ カ ラ 調 剤 薬 局 ☎62－8813 渡瀬口

ひ ま わ り 薬 局 ☎62－6070 桜　町

9月16日

橋 口 歯 科 医 院 歯科 ☎63－2330 八幡（出水）

野 田 調 剤 薬 局 ☎84－2856 仮　屋

9月17日

北 園 歯 科 医 院 歯科 ☎64－2151 麓

メ ー プ ル 薬 局 ☎62－9292 東大野原

マリン薬局米ノ津店 ☎67－5002 早　馬

9月22日

塩 山 歯 科 医 院 歯科 ☎62－2634 中町（出水）

さ く ら ん ぼ 薬 局 ☎68－7000 千本付

め ぐ み 薬 局 ☎82－5551 太鼓橋

9月23日

スマイル歯科医院 歯科 ☎75－3300 阿久根市

い ず み 調 剤 薬 局 ☎68－5822 表郷東

ハ ー ト 薬 局 ☎79－3877 新　町

9月30日

し お 歯 科 医 院 歯科 ☎67－5844 米ノ津駅通り

フ タ ヤ 薬 局 ☎67－5253 六月田中

Ｄ・ＭＬ五万石薬局 ☎63－8800 野添（出水）
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７
月
15
日
ク
レ
イ
ン
パ

ー
ク
で
博
物
館
講
座
「
マ

ル
コ
ー
ニ
式
ラ
ジ
コ
ン
カ

ー
作
り
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

内
容
は
お
よ
そ
１
０
０

年
前
の
通
信
技
術
を
利
用

し
た
お
も
ち
ゃ
作
り
で
し

た
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
と
プ

ラ
板
で
作
っ
た
車
に
、
ラ

イ
タ
ー
で
火
を
点
け
る
と

き
に
発
生
す
る
電
波
を
受

信
し
て
ス
イ
ッ
チ
が
入
る

よ
う
に
調
整
し
た
回
路
を

取
り
付
け
て
ラ
ジ
コ
ン
カ

ー
を
作
り
ま
し
た
。

　

細
か
な
作
業
や
調
整
が

多
く
、
難
し
い
講
座
で
し

た
が
、
完
成
し
た
ラ
ジ
コ

ン
カ
ー
が
動
い
た
時
は
、

み
な
さ
ん
と
て
も
嬉
し
そ

う
で
し
た
。

　

出
水
に
飛
来
す
る
ツ
ル
と
、
お
も

ち
ゃ
の
缶
詰
を
組
み
合
わ
せ
た『
ツ

ル
か
ん
』。

　

出
水
の
観
光
に
は
、
夢
や
感
動
、

感
激
が
詰
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
表
現

し
た
出
水
市
観
光
協
会
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

夏
祭
り
い
ず
み
鶴
翔
祭
で
元
気
に

動
き
回
っ
て
い
た
姿
を
見
た
方
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

普
段
は
、
本
市
の
観
光
情
報
な
ど

を
紹
介
す
る
案
内
板
を
頭
に
乗
せ
て

Ｊ
Ｒ
出
水
駅
の
観
光
特
産
品
館「
飛

来
里
」で
、
本
市
を
訪
れ
る
観
光
客

な
ど
を
お
迎
え
し
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
見
て
い
な
い
方
は
見
に
行
か

れ
て
は
い
か
が
で
す
か
。

『今月の問題』
コオロギなどの鳴く虫はどう
やって音を出す？
Ａ　後ろ足をこすり合わせる
Ｂ　前羽をこすり合わせる
Ｃ　腹にある器官を振るわせる
☆　答えは来月号で
　先月号の答えは
Ｃ 東京中央郵便局　でした。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ス
ポ
ー
ツ
、
芸
術
、
功
績
な
ど
で
受
賞
さ
れ
た
方

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
寄
付
し
て
い
た
だ
い
た
方
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　新潟市で開催された2012年度全国高等学校総合体
育大会陸上競技大会（北信越かがやき総体）の陸上男
子200㍍を県高校新記録で優勝された橋

はしもとあきゆき

元晃志さん
（天神自治会【野田】）：写真左から２番目

　永年にわたり宅地建物取引業に精励し、
業界の発展に寄与された功績を認められ国
土交通大臣表彰を受けられた本

もとむらみつあき

村満彰さん
（竪馬場自治会）：写真中央

　公用車２台、ＡＥＤ（自動体外式除細動器）10
台、心肺蘇生法講習用人体模型３体など交通安
全対策および救急医療整備に関する物品を寄贈
されたＪＡ鹿児島いずみ

　ツルの保護に役立ててもらいたいと、鹿児島
県ツル保護会（渋谷俊彦会長）に対して寄付をさ
れた法

ほうふくとよこ

福豊子さん（朝日町自治会）
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